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〔改訂版〕

ロータリーの目的（OBJECT OF ROTARY）

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むこと

にある。具体的には、次の各項を奨励することにある：
第1 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること
第2 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社

会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること
第3 ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、

奉仕の理念を実践すること

第4 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親

善、平和を推進すること（RI定款第4条、標準クラブ定款第4条）
「ロータリーの目的」の4つの項目は、等しく重要な意味を持ち、また同時に行動を起こさなければならないものであるということで、RI理事会の意見が一致している（ロータリー章典26.020.）

四つのテスト（The Four-Way Test）

言行はこれに照らしてから

1）真実かどうか

2）みんなに公平か

3）好意と友情を深めるか

4）みんなのためになるかどうか

効果的なロータリークラブの定義（EFFECTIVE ROTARY CLUBS）

効果的なロータリークラブは、

1）会員基盤を維持、拡大する。

2）地元地域ならびにほかの国々の地域社会において奉仕プロジェクトを実施し、成

果をもたらす。

3）資金面およびプログラムへの参加を通じてロータリー財団を支援する。

4）クラブレベルを超えてロータリーにおいて奉仕できるリーダーを育成する。
ロータリーの標語 Rotary Mottoes

第一標語 　超我の奉仕 
“Service Above Self” 

第二標語 　最もよく奉仕する者、最も多く報いられる 
“One Profits Most Who Serves Best”
ロータリーのビジョン声明
私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています。
国際ロータリー第2730地区ビジョン
【地区ビジョン】
2730地区はロータリーの基本理念を理解して、これを達成するために地区内ロータリークラブがロータリーの変化を受け入れ、ロータリーの未来を導く魅力ある楽しく元気なクラブづくりを支援する。
【概要】
2730地区はロータリーの奉仕の理念を基本に「ロータリーの目的」を理解し「四つのテスト」「中核的価値観」を行動目標として五大奉仕を実践する。また、RIのテーマを理解して、地区内ロータリークラブがロータリーの変化を受け入れ、世界及び地域社会とロータリアンのネットワークを構築して、「世界を変える行動人」のストーリーを伝えられる意欲と積極性を引きだせるよう、ロータリーの未来を導く活気ある楽しく元気なクラブづくりを支援することを目指します。
【地区行動計画】
よりおおきなインパクトをもたらす

・クラブ戦略計画の立案と実行を推奨する

・ポリオ根絶活動においてロータリーとロータリアンが果たしている役割　を広く伝える

・地区財団活動資金(DDF)を十分に活用することで、地区補助　金、グローバル補助金、ポリオプラス、ロータリー平和センターの資金とし、地域社会および海外でのプロジェクトを増やす

・ロータリー財団とポリオ根絶のための寄付をふやす

・ロータリーへの認識を高め、「世界を変える行動人」キャンペーンを促進する

参加者の基盤を広げる

・既存会員を維持しつつ、さらに入会を促進することで、クラブ員の増加を図る

・新しいクラブを結成する

・女性会員や40歳未満の会員の入会、またローターアクターのロータリークラブへの入会を促し、会員増加を図る

・インターアクト、ローターアクト、ロータリークラブ会員間およびほか　のロータリー活動の参加者間の積極的参加・協力を強化する

・「世界を変える行動人」キャンペーンを支援する

参加者の積極的なかかわりを促す

・クラブリーダー育成のため、ＲＬＩ研修への参加を奨励する
・メディアとの関係を強化し、ロータリーとその活動を広報する

・地区ホームページを充実させ、地区並びに各クラブの活動を  広報する

適応力を高める

・Ｍｙ Rotaryへの登録を奨励し、ロータリー情報の取得、ロータリークラブ・セントラルの活用を推奨する
・地区委員会組織･委員構成の見直しにより、地区運営の最適化をはかる

・ガバナー月信の電子化等により地区資金の軽減にと取り組む

・地区事務所の一元化により地区運営の効率化をはかる

【地区数値目標】(５ヵ年計画)
ファイル名：004_地区数値目標（５か年計画）.docx
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はじめに
国際ロータリー第２７３０地区２０２０－２１年度、地区大会決議の中で「効率的な地区運営を図るため現地区事務所の機能と役割を強化する件」について採択していただきました。これは、これまで単年度制により施行される地区運営に関して、その都度開設されるガバナー事務所やガバナーエレクト事務所では、継続事業の事務的引継ぎ、事務所の開設費用、事務局スタッフの習熟度などの面で、効率が悪く無理、無駄がある状況でした。
そこで、年度ごとに行われる予算、決算等のガバナー事務所やガバナーエレクト事務所における多大な事務手続きの効率化を図ると同時に、統一ルールに基づいた公正な事務処理をし、地区のアーカイブ管理を行うため、又、全てのクラブからガバナーが選出できるように、選出クラブに多大な負担を掛けず、実務対応ができるようにするため、現地区事務所（都城市）にガバナー事務所とガバナーエレクト事務所の機能と役割を集約し、充実強化を図ることとしました。

この地区運営マニュアルは、地区運営を行う人々が共通の認識を持って運営することを目的として作成しました。健全で、より発展的な地区運営が実施されることを願っています。

なお、このマニュアルは2020～21年（風呂井敬年度）に作成し、2021～22年（井福博文年度）より活用するものです。ご理解の上、活用していただきます様よろしくお願い申し上げます。
地区組織図
ファイル名：007_組織図 様式（2021-22年度）.xlsx
1・地区組織
　1）地区の役割
　　　地区とは、RIの管理運営のためにRI細則に従ってRI理事会によって設けられた地理的な境界内にあるクラブのグループである。
　　　地区の活動及びその組織は、個々のロータリークラブがロータリーの目的を推進するのを援助することを唯一の存在目的とするものである。（ロータリー章典17.010．1項）
　2）地区委員会
　　　地区委員会は、ガバナー補佐の助言を得てガバナーが策定した地区目標を実行する責任を負う。ガバナーエレクト、ガバナー、直前ガバナーが協力し指導層の継続性と引継ぎ計画を確実に行うべきである。ガバナーエレクトは、任期が始まる前に委員会の空席を補填するために委員を任命し計画会議を開く責任がある。
　3）地区委員会の構成
　　　委員会が効果的であるためには、指導者に継続性がなければならない。
　　　ガバナーは各委員会に最低3名の委員を任命する。原則として、そのうちそれぞれ少なくとも1人は1年の任期を務め、1人は2年の任期を務め、1人は3年の任期を務めるものとする。以後、年々任務に就くガバナーが空席を埋めるために3年の任期を務めるロータリアンを少なくとも1人任命するものとする。各年度、ガバナーは各委員会の委員の1人を委員長に任命する。
4）地区リーダーシップ・プラン（DLP）
　　　地区は、DLPを開発し採択するよう義務付けられている。義務付けられているDLPの構成要素は次のようなものである。
①「ガバナー補佐」「地区研修リーダー」「地区委員」「クラブリーダーシップ・プラン」といった共通の用語
②ガバナー補佐、地区研修リーダー、地区委員会委員、クラブ指導者の明確な責務と任務
③地区内の指導の継続を確保する地区委員会
④ガバナーが委任することのできない任務や責務の明確な記述
⑤クラブがDLPに対応するクラブリーダーシップ・プラン（CLP）をクラブが施行するのを助ける明確な計画
DLPはガバナーがガバナー補佐を任命することを定め、ガバナー補佐がクラブ運営に関連した管理業務を遂行する。
5）地区組織の構成
　　　　地区組織は、「地区指導・管理部」「ガバナー事務局部」「地区委員会統括部」の3部で構成される。
地区指導・管理部
１．ガバナー　　　　　　　　　　　　　　　　９．RLI委員会・RLI運営委員会
２．地区諮問委員会（パストガバナー）　　　１０．危機管理委員会
３．ガバナーエレクト　　　　　　　　　　　１１．地区運営委員会
４．ガバナーノミニー　　　　　　　　　　　１２．地区戦略計画委員会
５．ガバナーノミニー・デジグネート　　　　１３．地区立法案・規定検討委員会
６．副ガバナー　　　　　　　　　　　　　　１４．表彰選考委員会
７．ガバナー指名委員会　　　　　　　　　　１５．地区70周年準備委員会
８．地区研修リーダー・地区研修委員会　
ガバナー事務局部
１．地区幹事局（地区幹事・地区副幹事）　　　８．地区監査委員会
２．地区事務所（都城市）　　　　　　　　　　９．ガバナー月信委員会
３．地区事務所運営委員会　　　　　　　　　１０．地区ロータリーの友委員会
４．ｶﾞﾊﾞﾅｰ連絡事務所・ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄ連絡事務所１１．4G連絡会
５．ガバナー補佐　　　　　　　　　　　　　１２．地区運営基金委員会
６．地区大会実行委員会　　　　　　　　　　１３．国際大会推進委員会
７．地区財務委員会

地区委員会統括部
【１】会員増強部門

１．拡大委員会　　　　　　　　　　　 　２．会員増強委員会
【２】奉仕プロジェクト部門

１．職業奉仕委員会　　　　　　　　　　 ４．青少年奉仕統括委員会

２．社会奉仕委員会　　　　　　　　　　　　①インターアクト委員会

３．国際奉仕委員会　　　　　　　　　　　　②ローターアクト委員会

③青少年交換委員会

④ライラ委員会
【３】クラブ管理運営部門

１．クラブ管理運営（クラブ奉仕）委員会　３．クラブリーダー養成研修委員会
２．クラブ戦略計画委員会

【４】ロータリー財団部門

１．財団資金推進委員会　　　　　　　　　　５．財団資金管理委員会 
２．補助金委員会（グローバル補助金、VTT） ６．財団奨学生委員会
３．ポリオプラス・ロータリーカード委員会 
４．ロータリー平和フェローシップ委員会

【５】米山記念奨学会部門

１．米山寄付推進委員会        　　　　　　３．米山学友委員会
２．米山奨学生選考委員会

【６】広報・公共イメージ部門

１．公共イメージ委員会　　　　　　　　　　３．ロータリー情報誌委員会
２．広報・IT（コミュニケーション）委員会

【７】部門外

１．ロータリー学友委員会
２・地区指導・管理部の役割と責務
【１】ガバナー（GOVERNOR）
ガバナーは、その地区において、RI理事会の一般的な指揮、監督の下に職務を行うRIの役員である。ガバナーの地区内のクラブに対する指導および監督を行うことで、ロータリーの目的を推進する任務を課せられている。ガバナーは、地区およびクラブの指導者と協力し、理事会の提唱する地区リーダーシップ・プランへの参加を奨励すべきである。ガバナーは、地区内のクラブを啓発し、意欲を与えるものとする。さらにガバナーは、効果的なクラブを育成するために、元、現在、次期地区指導者と協力して、地区内の継続性を確保するものとする。ガバナーは、地区内において次の事項の責務を負うものとする。（地区を成功に導くリーダーシップガバナー編2020～21版）
1） ガバナーエレクトおよびガバナーノミニーと地区の戦略計画を立案・実施する（ま
たは見直しを行う）

2）クラブを強化する

3）新クラブを結成する

4）ほかの地区リーダーやクラブ会長と協力し、各クラブのために現実的な会員増強目
標を立て、会員増強を推進する

5） 地区会員増強委員長とオンラインで入会候補者情報を管理する（候補者情報の審査、
クラブの指定など）

6）ファンドレイジング（寄付推進）と補助金活動を通じて、ロータリー財団を支援す
る

7）適切であれば、地区とロータリーのスポークスパーソンを務める

8）ガバナーエレクトが次期役員の研修を企画・準備するのを援助する

9）地区大会、地区指導者育成セミナー、地区会員増強セミナー、地区ロータリー財団
セミナーなどの地区会合を実施する。

10）地区リーダーシップチームを監督する

11）クラブ間、およびクラブとRIの間のコミュニケーションを促進する

12）各クラブへの公式訪問を行う（単一クラブまたは多クラブ合同）。その目的は、ロ
ータリーの重要課題への関心を高め、問題のあるクラブを支援し、奉仕活動への参
加に対するクラブ会員の意欲を喚起し、会員の貢献を表彰することである

13）少なくとも月に1度、クラブの会長・幹事へのコミュニケーション（月信やメッセ
ージの送信など）を図る

14）元、現、次期地区リーダーと協力して、地区内の継続性を培う

15）年度末に地区の文書・資料をガバナーエレクトに引き継ぐ

16）国際協議会に先立ち、地区内クラブの状況をガバナーエレクトとともに確認し、弱
体クラブの強化策を提案する

17）委員会や地区運営、会合などの責務をガバナーエレクトに割り当てる

18）地区における指名と選挙が、RI定款と細則、およびRIの方針に則って実施される
ようにする

19）地区内で運営されているロータリアンのグループの活動について定期的に調べる

20）地区ガバナーの倫理規範に従う（ロータリー章典19.010.1項）。

21）ロータリー役員としてのその他の任務を遂行する

22）年間予定表を利用して就任の準備をする

23）RIからのガバナー配分予算の使途を記載した経費明細報告書を作成し、指定され
た日までにRIに送付する
【２】諮問委員会・パストガバナー（PAST GOVERNORS）　
（ロータリー章典19.060.1. パストガバナーの支援の活用 ）
ガバナーは、拡大活動、次期ガバナーの研修、国際大会の推進、弱体クラブへの直接的な援助において、元ガバナーの支援を活用するよう強く奨励されている（2015年1月理事会会合、決定118号）。出典：1977年2月理事会会合、決定262号。2015年1月理事会会合、決定118号により改正

（ロータリー章典19.060.2. 元ガバナーから成る諮問委員会）
各地区は、パストガバナーから成る諮問委員会を設置すべきである。この諮問委員会は、地区内ロータリークラブの会員であるパストガバナー全員によって構成される。国際協議会で討議され、発表された事項をガバナーエレクトが現ガバナーとパストガバナーに報告するため、ガバナーは、少なくとも年に1回、国際協議会後1カ月以内に、諮問委員会を招集するよう求められている。パストガバナーの助言や行動により、ガバナーの権限や責務が少しでも損なわれたり、妨げられたりするようなことがあってはならない（2015年1月理事会会合、決定118号）。

出典：2002年2月理事会会合、決定195号。規定審議会92-278。2015年1月理事会会合、決定118号により改正。1942年１月理事会会合、決定155号も参照のこと
【３】ガバナーエレクト（GOVERNOR-ELECT）
（地区を成功に導くリーダーシップガバナー編2019～20版）
1）ガバナーエレクト研修セミナー（GETS）に出席する

2）地区の戦略計画とロータリー戦略計画に沿った地区目標を定める

3）ガバナー補佐と地区委員会委員長を任命し、My ROTARYで報告する

4）地区チーム研修セミナー、会長エレクト研修セミナー（PETS）、地区会員増強セミナー、
地区研修・協議会などの地区会合を実施する

5）地区大会を計画する

6）国際協議会に向け、ガバナーとともにクラブの現状を見直す

7）国際協議会に出席する
【４】ガバナーノミニー（GOVERNOR-NOMINEE）
（ロータリー章典19.050.）ガバナーノミニーの責務 RIの次期役員として、ガバナーノミニーは以下を行うべきである。

1）ガバナーの役割への準備を始める。
2）ガバナーノミニー研修セミナー（GNTS）に出席する
3）果的なクラブを支援するため、地区の元・現・次期リーダーと協力し、継続性を
図る。

4） 直前ガバナー、ガバナー、ガバナーエレクトから提供される情報資料を基に、国際
ロータリーのリソースを使用して、ロータリーの公共イメージ、会員、ロータリー財団、地区の行事、およびRIプログラムを含む、地区の強みと弱みの分析を始める。

5）地区組織（地区リーダーシップ・プラン）とクラブ管理運営の枠組み（クラブ・リ
ーダーシップ・プラン）を見直す。

6）可能な限りすべての地区会合に出席する。

7）地区ガバナーまたは地区ガバナーエレクトの提案を受け、地区委員会やその他の活
動に参加する。

8）提供される場合は地区ガバナーノミニー研修に出席し、そうでない場合には可能な
限りその他の研修に参加する。

9）指導力育成の研修に出席する。

10）自らのガバナー就任年度の地区大会の開催地をノミニー年度中に選定する。 
11）地区チームのメンバーを務めてもらうため、どのロータリアンに接触するかを検討　　　する。
ガバナーノミニーの任務 
ガバナーとガバナーエレクトは、ガバナーノミニーに以下の機会を提供するものとする。

1. 地区委員会または地区組織に関連した具体的責務または任務を要請する。

2. 地区会合のすべてまたはいずれかにオブザーバーとして出席する。

3. 地区運営委員会の委員、並びにクラブ管理運営部門長となる。

4. 地区の戦略計画立案の全過程と地区内の長期的な任命に参加する。
【５】ガバナーノミニーデジグネート
　地区はノミニーをガバナーとして就任する日の直前24か月以上36か月以内に選出するものとする。選出されたロータリアンは「ガバナーノミニーデジグネート」の肩書を担うものとする。ガバナー就任2年前の7月1日よりガバナーノミニーの肩書を担うものとする。
【６】副ガバナー（VICE GOVERNOR）（ＲＩ細則・手続要覧2016年版Ｐ29）
ガバナー指名委員会は、ガバナーエレクトが提案した1名のパストガバナーを、選出の翌年度に任期を務める副ガバナーに選出できる。副ガバナーの役割は、ガバナーが一時的あるいは恒久的にガバナーとしての任務の続行が不可能となった場合に、ガバナーの後任となることである。いかなる指名も指名委員会によって成されなかった場合には、ガバナーエレクトが1名のパストガバナーを副ガバナーとして選出できる。
【７】ガバナー指名委員会 (ＲＩ細則12.030.1～12.030.4 )
● ガバナーの指名委員会

指名委員会の手続を採用する地区においては、委員会は、ガバナーノミニーとして最適任の候補者を探し出し、推薦するものとする。指名委員の選出方法を含む指名委員会の職務権限は、地区大会に出席し投票する選挙人が採択した決議により決定されるものとする。職務権限は、本細則と矛盾してはならない。 

● 指名委員会委員を選出できなかった場合

指名委員会の手続を採択したにもかかわらず、委員を選出できなかった地区は、現在も当該地区内のクラブ会員である、最近の５名のパストガバナーを指名委員として選出するものとする。委員会は、第12.030.節に従ってその務めを果たすものとする。パストガバナーが５名いない場合、RI会長が、委員の数を５名とするために、その地区の会員を指名委員に任命するものとする。

● クラブによるガバナーノミニーの推薦

ガバナーは、クラブに対して、ガバナー候補者の推薦を提出するよう要請するものとする。推薦の期日は、指名委員会の会合の少なくとも2カ月前とする。この推薦は、候補者を推薦するクラブの例会で採択され、幹事により証された決議によって提出されるものとする。クラブは、自クラブに所属する会員を１名だけ推薦するものとする。

● 委員会による最適任のロータリアンの指名

委員会はガバナー職の任務を遂行することのできる最適任のロータリアンを指名するものとし、その選出の範囲は地区内クラブによって推薦された候補者に限定されるものではない。
【８】地区研修リーダー・地区研修委員会
地区研修リーダー
地区研修リーダーは、ガバナーエレクトがクラブと地区の次期リーダーに研修を行い、ガバナーが現会員に研修を提供するのを支援します。地区における研修では、ガバナーエレクトが地区チーム研修セミナー、会長エレクト研修セミナー（PETS）、地区研修・協議会を招集し、ガバナーが地区指導者育成セミナーや地区補助金管理セミナー等その他の研修・リーダーシップ育成プログラムを必要に応じて招集します。
地区研修リーダーの責務は以下の通りである。

1) 地区研修委員会の委員長を務め、地区研修リーダーのためのセミナー（DTS）に参加する。また、必要に応じて研修やその他の行事における責務をほかの委員に割り当てる。

2) ガバナーとガバナーエレクトによる合意に基づき、次の地区研修を企画・管理する
具体的には以下の職務を行う。
・ 地区チーム研修セミナー
・ 会長エレクト研修セミナー
・ 地区研修・協議会
地区委員会が主に担当する以下の研修に責任を持ち協力する。
・ 地区会員増強セミナー　　　（クラブ活性化ワークショップ）
・ 地区ロータリー財団セミナー（クラブ活性化ワークショップ）
· 地区公共イメージセミナー  （クラブ活性化ワークショップ）
· 地区補助金管理セミナー
· 地区指導者育成セミナー
・ 地区ローターアクト指導者育成セミナー
・ クラブ研修委員会が指導するクラブ、グループレベルの会員研修を支援する。
・ 地区の各種研修セミナーの計画と監修
3) セッション進行役の人選、研修に関するそのほかの担当者の割り当て

4) 研修に関与するほかの地区委員会と定期的な連絡

5) ロータリー研修リーダー、ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）、ロータリ
ーコーディネーター（RC）、ロータリー公共イメージコーディネーター（RPIC）、恒
久基金／大口寄付アドバイザー（EMGA）と協力

6) 地区会合やソーシャルメディアで研修の告知や出席を奨励

7) 研修の計画や推進についてクラブ研修リーダーを支援
地区研修委員会

（地区を成功に導くリーダーシップ研修編2017～20版）
地区研修委員会の役割は、クラブと地区のリーダーの研修および地区の研修計画の
監督において、ガバナーとガバナーエレクトを支援することである。地区研修委員会の委員長を務める地区研修リーダーは、必要に応じて、研修会合の責務を委員に割り当てる。クラブ研修リーダーの育成やロータリーの知識を普及させること。また、必要によっては各部門のセミナー等に対してアドバイスを行う。ガバナー補佐研修、地区チーム研修セミナー、ＰＥＴＳ、地区研修・協議会等の企画を行う。
責務
委員会は会合招集者の指示の下、以下の責務を担当する。

• 研修と分科会の計画と実施

• セッションの進行役と講演者の人選と準備

• 研修登録の管理

• 研修資料の作成と配布

• 諸手配の調整

• 研修の評価、研修ニーズの特定

• 研修予算の管理、地区ロータリー財団セミナーと地区会員増強セミナーでの研修に関する助言

• 研修の計画や推進についてクラブ研修リーダーを支援
地区研修委員会の委員は、次の最低資格を満たしていることが推奨されています。
• 研修、教育、討論進行の経験を有すること

• 地区内クラブの会員であり、会員としての義務を果たしていること
【９】RLI委員会 ・RLI運営委員会
ＲＬＩ（ロータリーリーダーシップ研究会）はリーダーシップ開発プログラムであり、その使命は将来クラブのリーダーシップを進める事が出来る潜在能力を有するロータリアンを見出し、そのロータリアンに、ボランタリー組織にとって重要なリーダーシップ技能と質の高い教育を提供することが目的です。
責務
・ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）は質の高いリーダーシップ教育を通
じて、ロータリークラブを強化するための地区リーダーシップ開発プログラムで
あり、ロータリアンにリーダーシップ技能と質の高い教育を提供する役目を負う。
・ロータリー・リーダーシップ研究会のあり方や運営に関する事を検討する。
【10】危機管理委員会（RI危機管理委員会規定第3条）

危機管理委員会は、危機について、別途定める地区危機管理委員会設置要綱並びに地区危機管理規定に従って、その防止・解決のために必要な提言や指導助言を行うとともに、当委員会に報告のあった危機事業が対処事案であるかどうか判断の上、適切な対処のための方策を講ずることを任務とする。
特に新世代育成プログラムに参加する全ての青少年の安全と健康および健全な生活を守り、交通災害・自然災害等の事故・災害からの保護と、身体的、性的、精神的虐待あるいはハラスメントを防止すると共に、かかる事態が発生した場合の適切なる対応をするための委員会。
【11】地区運営委員会
地区の主な委員会のメンバー（G・PG・GE・GN・地区戦略計画・地区研修・
RLI委員会・G補佐・６部門長・青少年奉仕統括委員長・地区幹事・地区財務委員長・地区筆頭副幹事・青少年統括委員長・ロータリーの友地区代表委員）により構成され、地区と地区内各ロータリークラブ間の連携を強化し、効果的なクラブ管理運営に資する支援を行なうことを目的とし、ガバナーにより年４回（７月・１２月・１～２月・３～４月）招集され開催する。
【12】地区戦略計画委員会

地区戦略計画委員会の役割は、RIの戦略計画に基づき、地区およびクラブにおける戦略計画の立案と推進を支援することである。

　　RIの戦略計画は全世界のロータリアンおよび一般の人々へのロータリーに対する
意識調査をもとに、過去100年以上の時間をかけて培い鍛えられてきたロータリー
の理念・価値観を整理し、また、現代ロータリーが直面する重要課題と方向性を明
らかにしたものである。RIの戦略計画には、ロータリーの「使命」、「本質」、５つ
の「中核となる価値観」が含まれている。

使命　

　　私たちは、他者に奉仕し、高潔性を推進し、事業と専門職務および地域社会のリー
ダーの間の親睦を通じて世界理解、親善、平和を推進する。

ロータリーの本質　

　　地域の人々の生活を改善したいという情熱を社会に役立つ活動に注いでいる、献身
的な人々の世界的ネットワーク

中核となる価値観　

　　奉仕Service、親睦Fellowship、多様性Diversity、高潔性Integrity、リーダー
シップLeadership
ロータリーの戦略計画は、未来の枠組みを設けることで、世界各地でより良い地域
社会づくりを行う定評あるダイナミックな団体としてロータリーが評価され続け
るようにするものです。次の4つの優先事項と目的は2019年7月から導かれます。
より大きなインパクトをもたらす
ロータリーは、人びとの生活をより良くするための変化をもたらそうと努力しています。ロータリー会員は、幅広い奉仕活動でボランティアとなり、資金的なリソースを捧げていますが、今後は活動の結果と成果をより効果的に図っていくこととなります。ロータリーは、入会者、協力団体、寄付者にとって魅力ある団体であり続けるために、プログラムに力を注ぎ、持続的な成果を実証していきます。

目的：

•ポリオを撲滅し、残された資産を活用する

•ロータリーのプログラムおよびロータリーが提供する体験に焦点を当てる

•活動成果を挙げ、それを測る能力を高める

参加者の基盤を広げる

人びとは、世界に変化をもたらし、人間関係を築く方法を求めています。私たちは、人びとが求めていることをロータリーで見つけられるよう、どのように手助けできるでしょうか。その答えは、より多くの人や組織が参加できる独特な機会を創り出すことです。クラブは、これからもずっと大切です。その一方で、全世界に会員基盤を広げるために、より多くの参加者をロータリーに迎え入れる画期的なモデルを使って現在の構造を拡大し、一体となって行動できる意義ある方法を提供していきます。

目的：

•会員基盤と参加者の基盤を広げ、多様化する

•ロータリーへの新しい経路を創り出す

•ロータリーの開放性とアピール力を高める

•活動成果とブランドに対する認知を築く

参加者の積極的なかかわりを促す

めまぐるしく変わる現在の世界にクラブが直面している課題を認識しているロータリーは、会員の参加と維持を促すような経験をクラブが提供できるよう支援します。会員に経験と価値を提供できるようクラブを支援することで、ともに奉仕し、人間関係を広げ、より満足のいく経験をロータリーで得られる機会を、ロータリアンや他の参加者に提供することができます。

目的：

•クラブが会員の積極的参加を促せるよう支援する

•価値を提供するため、参加者中心のアプローチを開発する

•個人的／職業的なつながりを築くための新たな機会を提供する

•リーダーシップ育成およびスキル研修の機会を提供する

適応力を高める
ビジョンを達成し、変わりゆく世界的な傾向に追いつくため、構造と文化を進化させていかなければなりません。私たちは、すべての参加者を効率よく、柔軟で、効
果的に支援できるような運営とガバナンスの構造を築きます。

目的：

•研究と革新、および進んでリスクを負うことへの意思を奨励する文化を築く

•ガバナンス、構造、プロセスを合理化する

•意思決定におけるより多様な考え方を育むために、ガバナンスを見直す
以上、RIの戦略計画を基に、１～３ページに掲載している２７３０地区の地区ビジョン、地区行動計画、地区数値目標を定めたものである。
【13】地区立法案・規定検討委員会

規定審議会（COL）は、3年に1回開催されるRI唯一の立法機関であり、地区の制
定案を可決し、RIへ提出する事を行う。
決議審議会は、毎年オンラインで開催され、決議案と緊急制定案への投票が行われます。決議案とは、組織規定文書に記載されている事柄の範囲外で、RI理事会またはロータリー財団管理委員会による決定を求めるものです。また、決議案は、地域的または運営的な事柄に関するものより、ロータリー世界に影響を与えるものが理想とされます。決議審議会では、全ロータリー地区の代表議員が、クラブ、地区、RI理事会、RIBIの審議会または大会によって提案された案件に投票します。採択された決議案は、その後、RI理事会または管理委員会によって審議されます。採択された緊急制定案に基づき、組織規定文書が改正されます。
【14】表彰選考委員会
ロータリーの五大奉仕部門において素晴らしい貢献をしたクラブ及び会員を地区大会において表彰する。奉仕部門は、「クラブ奉仕」「職業奉仕」「社会奉仕」「国際奉仕」「青少年奉仕」です。その他、表彰選考委員会及びガバナーが認めた貢献者も表彰する。
【15】地区７０周年実行委員会
2011年12月に発行した地区60年史が1977-98年度より2010-11年度までを編集したものであったことを踏まえ、地区70年史の発行を含め、70周年にふさわしい事業計画を策定し、実施する。
３・ガバナー事務局部の役割と責務
【１】地区幹事局
　地区幹事、地区副幹事によるガバナー年度の運用を行う。
　地区幹事

　地区幹事は、円滑な地区運営を援助する。また、地区に関する情報をクラブや地区リーダーに伝える。
地区幹事の役割は以下の通りである。
・ガバナーを補佐することはもちろん、ガバナーのセクレタリーでもある
・各種セミナーや地区行事に積極的に出席する。
・前任の地区幹事と引継を行う
・地区のガバナー補佐、部門長他、地区リーダーと連絡を取る。
・ガバナー事務所および地区事務所と連絡を取り、地区運営を円滑にするために協力を
する
・地区副幹事と密に連絡を取り、副幹事に対して的確な指示を行い協力してもらう
・副幹事と連携する
・公式訪問日程の調整
・公式訪問の同行者の調整
・地区行事日程の調整
・ガバナーの指示に従い健全な地区運営を行う
・後任の地区幹事と引継を行う
　地区副幹事
　　グループ内のクラブ及び自クラブより副幹事を選出し、次の任務にあたる。
地区副幹事の役割は以下の通りである　
　・地区幹事と協力してガバナーを支える　　　　　

・次期ガバナー補佐研修会の会場設営と受付等
・次期部門長会議の会場設営と受付等　　　　　　　

・R財団補助金管理セミナーの手伝い（地区財団部門より要請があれば）
・地区チーム研修セミナー会場設営と受付等　　　

・PETS（次期会長研修会）の会場設営と受付等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・地区研修・協議会の会場設営と受付等
・地区会員増強セミナーの手伝い（地区会員増強部門より要請があれば）
・公式訪問の同行

・RI会長代理晩餐会の受付、会場整備等　　　　

・地区大会本会議の受付、会場整備等
・地区大会懇親会の受付、会場整備等
　・各種セミナーの補助（要請があれば）
【２】地区事務所
　　本地区運営マニュアルに従って、地区資金管理、地区事務所の任務を遂行する。
地区事務所は都城市に置く。
【３】地区事務所運営委員会
　　地区事務所の円滑な運営を図るために、運営状況の確認と地区運営マニュアルなどの見直しを適時行う。委員会を少なくとも年１回は開催する。
【４】ガバナー連絡事務所、ガバナーエレクト連絡事務所
　　地区事務所と連携を取り、ガバナー、ガバナーエレクトとの連絡係を務め、ガバナー、ガバナーエレクトの業務を補助する

【５】ガバナー補佐
地区レベルにおいて奉仕し、指定を受けたクラブの管理運営に関して、ガバナーを補佐する責務を委任されたロータリアンを「ガバナー補佐」と称する。ガバナー補佐は国際ロータリーの役員ではない。
当地区では、グループ単位で1年任期の「ガバナー補佐」を各1名選出する。ガバ
ナー補佐の任務を完全に遂行する上で、グループによっては副ガバナー補佐を設ける場合がある。再任は妨げないが3年を限度とする。グループとは下記の１１グループをいう。
1  宮崎県北部グループ 7クラブ
延岡・日向・延岡東・日向東・延岡中央・日向中央・門川
2  宮崎県中部グループ 10クラブ
宮崎・宮崎西・宮崎北・宮崎南・高鍋・西都・宮崎中央・佐土原・宮崎東
宮崎アカデミー
3  宮崎県西部グループ 8クラブ
都城・小林・都城北・えびの・都城西・小林中央・都城中央
E-2730ジャパンカレント
4  宮崎県南部グループ 3クラブ
日南・日南中央・串間

5  鹿児島県北部グループ 7クラブ
川内・串木野・出水・阿久根・大口・薩摩川内・宮之城
6 鹿児島県中部グループ 5クラブ
加治木・国分・霧島・国分中央・姶良
7 鹿児島市内Ａグループ　６クラブ
鹿児島南・鹿児島西・鹿児島城西・鹿児島東・鹿児島サザンウインド
鹿児島令和
8 鹿児島市内Ｂグループ ６クラブ
鹿児島・鹿児島東南・鹿児島中央・鹿児島西南・鹿児島北
鹿児島大学アカデミー

9  鹿児島県西部グループ 5クラブ
指宿・伊集院・加世田・頴娃・枕崎
10 鹿児島県東部グループ 8クラブ
鹿屋・串良・鹿屋西・志布志・かのや東・きもつき・南九州大崎・志布志みなと
⑪  鹿児島県奄美グループ3 クラブ
奄美・奄美中央・奄美瀬戸内
1）ガバナー補佐の選考方法
現職ガバナー補佐が主宰する各グループの「クラブ会長・幹事会」に於いてガバナー補佐の資格を満たす候補者を1名選考し、地区ガバナーに推薦する。地区ガバナーはガバナーエレクト、ガバナーノミニーと諮り、次年度のガバナー補佐を任命する。期日までに候補者を推薦出来ないグループは現職ガバナー補佐が留任する。またガバナー補佐が在任中にやむを得ない事情で辞任した時は、直前または元ガバナー補佐が残余の任期を務める。

2）ガバナー補佐の選考時期
ガバナー補佐の選考と委嘱はガバナー補佐就任年度の20ヶ月前までに行う。委嘱時の呼称は「ガバナー補佐ノミニー」で、ガバナー補佐に就任する12か月を「ガバナー補佐エレクト」とし、ガバナー補佐就任時までの準備期間中に担当グループ内クラブ及び地区活動全般について研修を受ける。

3）ガバナー補佐の資格条件
1．地区内クラブに所属する会員で3年以上の在籍者である事
2．クラブ会長の経験者である事
3．地区における活動実績を有する事が望ましい
4．将来の地区指導者として期待できる事
5．ガバナー補佐の責務を理解し意欲的である事
1，責務
（地区を成功に導くリーダーシップ、ガバナー補佐編2017～20版）　
ガバナー補佐の主な役割は、ガバナーを援助することによって、担当するクラブの効果的な運営をサポートすることです。

ガバナー補佐は、担当するグループのクラブを少なくとも年度内に4回訪問し、クラブの活動について指導し、クラブを支援する。クラブ訪問の目的は、担当クラブの奉仕プロジェクトやその他の活動を把握し助言指導するとともに、ガバナー補佐会議を通じてガバナーに報告しロータリーの活動の充実、発展を図ることである。　　　　　　　
　ガバナーの公式訪問に際しては、日程及び計画をクラブリーダーと協議するとともに直前のクラブ協議会に出席し、ガバナー訪問に備えたクラブの現況報告をガバナーに提

出する。
ガバナー補佐は、ガバナーおよび担当クラブに対して以下の責務を担います。

1）目標の設定を援助する

2）ガバナーのクラブ公式訪問のスケジュールを調整する

3）クラブの強みと弱み、目標に向けた活動の進捗をガバナーに伝える

4）地区の行事と活動に参加する
・ガバナー補佐研修会
・地区会員増強セミナー
・地区ロータリー財団セミナー
・地区公共イメージセミナー
・地区指導者育成セミナー
・地区運営委員会
・地区補助金管理セミナー
・地区大会
5）ＩＭ・ロータリーデーを開催する
6）地区チーム研修セミナーに出席する

7）会長エレクト研修セミナー（PETS）と地区研修・協議会に出席する

8）将来にリーダーとなれる人材を探し、育成する

9）クラブの状況について次期ガバナー補佐に情報を提供する

10）定期的にクラブと連絡を取り、活動状況を確認する

11）クラブ会長エレクトが目標を設定してロータリークラブ・セントラルに入力し、

これらの目標を達成できるよう援助する

12）招かれた場合には、クラブの例会、協議会、周年行事、その他の行事に出席する

13）クラブを支援するための具体的なアイデアを、地区リーダーシップチームに提案する

14）地区大会やその他の地区会合への出席をクラブに奨励する
２，就任前の役割
①ガバナー補佐研修会へ参加

②Ｒ財団補助金管理セミナーへ参加

③地区チーム研修セミナーへ参加

④会長エレクト研修セミナー（PETS）へ参加

⑤ガバナー公式訪問の日程を決める

⑥前ガバナー補佐と引継

⑦グループ内クラブの定款・細則に目を通す

⑧ＩＭ開催の企画

⑨地区研修・協議会へ参加

⑩効果的なロータリークラブとなるための活動計画の指標をクラブへ配布と回収

⑪グループ内次期会長幹事会の開催

⑫地区会員増強セミナーへ参加

⑬ロータリークラブ・セントラルより目標の入力
３，就任中の役割
①各種セミナー等に参加

・ガバナー補佐研修会
・地区会員増強セミナー
・地区ロータリー財団セミナー
・地区公共イメージセミナー
・地区指導者育成セミナー
・地区運営委員会
・地区大会
②ＩＭ・ロータリーデーの開催

③グループ内のクラブ訪問（1クラブ年4回以上）クラブへアドバイスを行う
④グループ内会長幹事会の開催を主宰する。（必要とあれば年数回）
⑤ガバナー公式訪問の為のクラブ協議会出席
⑥ガバナー公式訪問同行
⑦地区大会参加

⑧次期ガバナー補佐と引継
⑨グループ内周年行事参加
⑩地区研修委員会企画のセミナーに参加
⑪RLIセミナー（DL研修含）へ参加
４，ガバナー補佐エレクトの役割
　①ガバナー補佐ノミニーの選出をガバナー補佐就任20か月前までに決定する
　②ガバナー補佐エレクト就任時にガバナー補佐と主な活動に参加する
　③地区研修リーダーによるガバナー補佐エレクトの研修に参加する
　④ガバナー補佐エレクトの活動費は、就任月数に応じて支給する
【６】地区大会実行委員会
可能な限り多くのロータリアンに出席してもらうことを目標に、地区大会の計画、
推進、手配を行う。 

委員長の責務 

　地区大会の実行委員会を任命し、責務を委任する(必要な場合)

大会の成果と次年度への提案について話し合うため、大会終了時に国際ロータリー会長代理と会合する

委員会の責務 
・地区大会の会場を選び、すべての手配の調整にあたる。
・出席者がなるべく多くなるよう、大会予算の調整にあたる。
・地区大会への出席を推進する（特に新会員、新クラブの会員の出席を呼びかけるとともに、全クラブから代表者が出席するよう奨励する）。
・メディア、地域のリーダー、ロータリー・プログラムの受益者など、外部の人々に地区大会について知らせる。
・地区研修リーダーと協力して、地区大会に付随して開かれる地区指導者育成セミナーの調整にあたる。
・地区大会時に設置される委員会　
①大会登録委員会：地区大会への登録者全員の把握。地区ガバナー、RI会長（代

理）への報告。

②大会信任状委員会：地区大会での決議事項（大会決議委員会）に対するクラブの選挙人の適否と人数（票数）を把握・報告する。

　　　（選挙人の数は以下の通り）

＊クラブ会員数３７名以下のクラブ１人、３８名～６２名２人、６３名～８７名３人、８８名～１１２名４人、１１３名～１３７名５人

③選挙管理委員会：クラブを代表する選挙人が選挙を行う場合、その選挙の選挙管理を行う。選挙に至らない場合それを報告する。

　　＊選挙人のみが投票できる案件は以下の通り。

　　　イ、ガバナーノミニーの選出

　　　ロ、RI理事指名委員会の委員及び補欠委員の選出

ハ、ガバナー指名委員会の構成及び任務の策定

　　　ニ、規定審議会の地区代表議員及び補欠議員の選出

　　　ホ、地区賦課金の一人あたりの金額

④大会決議委員会：純然たる地区の問題について大会出席者の意向を大会決議として採択する。（上記イ～ホを除く）決議事項は、地区決議案、RI理事会に対する建議案（請願）、立法案がある。
決議案は、RI定款・細則と一致し、ロータリーの精神と本質に沿うものでな
ければならない。これら決議について報告する。
【７】地区財務委員会（地区を成功に導くリーダーシップ財務委員会編マイロータリー）
地区財務委員会は、地区ガバナーと密接に協力しながら、地区資金の監督、地区予
算の作成、地区賦課金の検討、年次財務報告の準備といった役割を担います。また、
地区財務の透明性を保ち、収支を正確に記録するのも、地区財務委員会の責務です。
　　地区資金の予算立案・執行・決算を行う。
責務

・ガバナーと協力して地区予算を作成し、会長エレクト研修セミナー（PETS）あるい
は地区研修・協議会の少なくとも4週間前までにこれをクラブに提出し、次期クラ
ブ会長からの承認を受ける。

・地区人頭賦課金の額を検討し、推奨額を決める。賦課金はすべて、PETSあるいは
地区研修・協議会で次期クラブ会長の少なくとも４分の３、または地区大会に出席
し投票する選挙人の多数決をもって、承認を得なければならない。

・収支の正確な記録が維持されていることを確認する。

・地区研修・協議会で提示するために年次財務報告書を作成する。

【８】地区監査委員会

　　財務委員会が作成した地区資金（地区大会含）決算の監査を行う。最低3名の委員。
【９】ガバナー月信委員会
ガバナー月信の発行はガバナーの任務の1つであり、クラブ会長、幹事に地区やRIに関するニュースやお知らせを掲載し、クラブや地区委員会の活動を紹介する。
【10】地区ロータリーの友委員会
地区代表委員は、ガバナーとの連携により「友」誌の編集・発行にガバナーの代理人として建設的な意見と提言を行なう。
以下、地区代表委員、委員会としての、地区における職務とする。
①「ロータリーの友」誌の購読広報を行なう。
②　各クラブおよび地区の活動状況の情報の収集に努め、「友」誌編集部に報告する。
③　クラブ例会等での「ロータリーの友」誌の活用を促進する。
④　ガバナー月信を利用して「ロータリーの友」の情報を発信する。
⑤　広報・公共イメージ部門、ガバナー月信委員会との連携を図り協力する。
⑥　毎月「ロータリーの友」誌について意見や感想をレポートして、編集部に毎月
15日までに届くように提出する。又、地区代表委員として活動状況を報告する。
【11】４Ｇ連絡会
ガバナーによる事務局運営の為のアドバイスと情報交換および継続性の目的で、直前G・G・GE・GNとその地区幹事、地区財務委員長で構成し、必要に応じて適時開催する。
【12】地区運営基金委員会
地区の健全な運営、災害発生時の被災地への復興支援、新世代への健全育成活動
への助成及び新クラブ結成時の援助を目的とした基金の運用を実施する。運用規定については、別途「地区運営基金規約」を定める。
【13】国際大会推進委員会（ロータリー章典17.030.2. 地区委員会）
国際大会推進委員会は、地区全域のロータリアンに年次国際大会への出席を推進するものとする。 委員の資格は RI国際大会に少なくとも1度は出席したことがあるか、マーケティングのスキルを有するロータリアンを優先すべきである。 
責務 
a） 国際大会を推進するため、クラブと地区の会合に出席する。
b） 国際大会の資料や情報に関する地元の支援源としての役割を果たす。
c） RIウェブサイトへのリンクを設けた地区のウェブサイトを立ち上げるか、ま
　　たは既存のウェブサイトを拡張する。
d） 必要な場合には、国際大会関連の重要な資料を地元の言語に翻訳する。
e） 登録する可能性のある人々を特定し、Eメールや書簡、その他の通信手段を用
いて登録を推進する
　　
４・地区委員会統括部の役割と責務
【１】会員増強部門
増強部門の役割は、会員増強のための行動計画を立て、これを実施することである。
また新会員に対する教育を行うことで退会防止に役立てる。
具体的には
・会員勧誘・・・目標値を立て実施する

・職業分類・・・年度初めに見直すようクラブへ奨励する
・会員維持・・・親睦と連携し楽しい例会を企画する

・オリエンテーションと教育・・・新入会員教育等をタイムリーに

・地区研修・協議会の部門別研修
・地区セミナーの実施（理想は4・5月の実施）

・女性会員を対象としたセミナーを開催する
１）拡大委員会
・新クラブ結成のための情報を収集し計画を立て実行する。
・宮崎県、鹿児島県の両県に担当委員会を設置し、全ガバナー補佐、全直前ガバナー補佐が委員となる。
２）会員増強委員会
・地区内クラブの会員増強を図るための諸施策を検討する。
・会員の退会を防止するため、ガバナーに協力して適切な手段を策定する。
・ガバナー、ガバナーエレクト、地区研修リーダー、ロータリー財団部門長及び地区公共イメージ部門長と相談した上で、地区会員増強セミナー（クラブ活性化ワークショップ）を企画、推進、実施する。
・クラブを訪問し、会員の増強、維持について卓話をする。
【２】奉仕プロジェクト部門

奉仕プロジェクト部門の役割は、クラブの奉仕活動を主導し、地元や海外の地域

社会の人々を援助する教育的、人道的、職業的プロジェクトの計画と実施を支援す

ることである。
１）職業奉仕委員会

ロータリーの会員資格は会員の職業に基づいており、各クラブは地元地域社会の事業と専門職務の縮図をクラブで再現するように努めている。職業奉仕を通じて、ロータリアンはすべての取引における高い倫理基準を守り、これを推進し、あらゆる有用な仕事の価値を認め、自己の職業上の専門知識や技能を社会の問題やニーズに役立てるように、クラブとクラブ会員に求める。そして職業的技能を発揮できるプロジェクトに貢献し、ロータリーの原則に沿って、自らの事業や仕事に律するよう求める。
具体的には
・地区研修・協議会の委員会別研修
・地区セミナーの実施

・その他職業奉仕プロジェクトの実施
・職業奉仕研修として小セミナーを開催する

２）社会奉仕委員会
役割
① クラブが取り組むとよい地区内の新しい傾向、課題、または問題を特定するのを
援助する。
② 成果を上げた社会奉仕プロジェクトについて話し、クラブ・プロジェクトの強化
に役立つロータリーのプログラムや強調事項に関する情報を提供するために地区内クラブを訪問する。 
③ クラブ社会奉仕委員長が責務を遂行するのを奨励、援助する。 
④ 適切であれば、クラブがロータリー地域社会共同隊（RCC）を結成するのを奨励し、
プロジェクト開発案を交換するために地区レベルのRCC会議を奨励する。 
⑤ ほかの地区委員会との委員会間交流をはかる。
⑥ アイデアを交換し、プロジェクトを推進するために、地区大会や地区研修協議会、
その他の会合と付随して、地区レベルでのクラブ社会奉仕委員長の会合を組織する。 
⑦ 情報を分かち合い、クラブの目標設定を援助することを通じて、クラブ社会奉仕
プロジェクトとロータリー以外の地元の奉仕団体との間で協力できる分野を探す。 
⑧ ガバナー月信で広報するために、クラブ社会奉仕委員長に、成功を収めた社会奉仕プロジェクトについて定期的に報告するよう要請する。さらに、出版物に掲載される可能性もあるので、RIにも報告するよう要請する。 
⑨ 地区やゾーンの会合で、優れた社会奉仕プロジェクトの展示を実施する。

⑩ 地区規模の社会奉仕活動を組織する
具体的には

・地区研修・協議会の委員会別研修

・地区セミナーの実施

・クラブでの効果ある社会奉仕プロジェクトの情報収集

・Ｒ財団部門との連携
・社会奉仕について理解と具現化を図る施策を検討する。
・クラブの社会奉仕プログラムについての助言と情報提供を行う。クラブの成功事例について情報を交換し、地区内の意識高揚を図る。
・ロータリー地域社会共同体(RCC)とプロバスクラブの創設と発展を支援する。
３）国際奉仕委員会

地区の人道的活動の質を向上させる。
地区国際奉仕委員会は、プロジェクトの立案と実施に関するリソースと戦略への関心をさらに高め、特定分野に関する地域の主な専門家を見つけ、あらゆる種類の国際奉仕について直接の連絡網を確立し、説明責任を推進することに努めるものとし、特に、グローバル補助金の申請数の改善と、国際ロータリーのクラブおよび地区との協力体制の構築を重視するものとする。また、プロジェクトおよび補助金の改善に向けてリソースの特定と促進をするため、地区ロータリー財団委員会、補助金委員会、社会奉仕委員会、職業奉仕委員会、学友委員会を含む（ただしこれに限らない）地区全体の他のリーダーと協議し、協力する。地区国際奉仕委員会はさらに、ローターアクト地区代表、ロータリアン行動グループ、ロータリー財団の専門家グループ、グローバル補助金申請の支援に関心を持つその他のメンバーとも連携する。 地区国際奉仕委員会が効果的に機能するには、委員長のリーダーシップに継続性を持たせ、後任者への十分な引継ぎを行う必要がある。
具体的には

・地区研修・協議会の委員会別研修

・地区セミナーの実施

・クラブでの効果ある国際奉仕プロジェクトの情報収集

・世界平和と国際理解を推進するため、世界社会奉仕(WCS)、ロータリー友情交換、ロータリー親睦活動(RF)等に関するプログラムを立案し、実施する。
・クラブのプロジェクトやグローバル補助金事業を推進するために、ロータリー財団部門と連携し支援する。
４）青少年奉仕統括委員会（2013年新世代奉仕から青少年奉仕へ）
地区のインターアクト、ローターアクト、RYLA、青少年交換、およびガバナーが適切であると判断したその他の委員会と協力して、地区全体で経験を共有し、互いのプログラムの推進活動を指揮し、奉仕の機会を推進し、地区委員会間の活動を調整するものとする。青少年奉仕統括委員会は、新世代の原則を推進し、若者のエンパワメントを図り、若者の参加を促進するクラブや個人に対する地区の認証を調整するよう奨励される
具体的には

・地区研修・協議会の委員会別研修

・地区セミナーの実施
・インターアクト活動の支援・対象年齢12～18歳(2010年に14歳から12歳へ）

・ローターアクト活動の支援・対象年齢18以上のすべての若い成人 
・青少年交換の実施・対象年齢15～19歳（地区とクラブの同意があれば20歳以上可）

・青少年指導者養成プログラム（ＲＹＬＡ）・参加者の年齢は通常14歳～30歳であるが、セミナーの内容によっては成人の年齢制限はない

①インターアクト委員会
・インターアクトクラブ(IAC)とは、奉仕と国際理解に貢献する青少年のための、ロータリークラブ提唱の世界的団体で、高校に在学中の生徒、または、年齢12歳～18歳までの青少年で結成されており運営面でも経済的にも自立しています。毎年いくつかの奉仕プロジェクトを行い、そこで展開されている「社会奉仕活動」や「国際親善活動」がインターアクターの活動の真髄です。
②ローターアクト委員会
・ローターアクトクラブは、18歳以上のすべての若い成人の奉仕クラブです。目的は青年男女が個々の能力の開発に当たって役立つ知識や技能を高め、それぞれの地域祉会における物質的、あるいは社会的なニーズと取り組み、親睦と奉仕活動を通じて全世界の人々により良い信頼関係を推進するための機会を提供することです。
ローターアクトの目標は次の通りです。
＊ 専門技術及び指導能力を開発すること。
＊ 他人の権利を尊重する観念を養い、あらゆる有用な職業の道徳的水準及び品位を保持し推進すること。
＊ 若い人々に地域社会をはじめ世界社会のニーズ及び懸念事項を提起する機会を提供すること。
＊ 提唱ロータリークラブと協力して活動に当たる機会を提供すること。
＊ ロータリーにおける将来の会員として若い人々の意欲を喚起すること。
　・ 2019年規定審議会で、ローターアクトクラブがRIの加盟クラブに含まれること。
会員年齢の上限が取り除かれることなど画期的な変更が行われました。これらの重
要な決定は、ローターアクトクラブの現在の傾向を反映し、ローターアクトをロー
タリークラブと並行して加盟クラブとし（独自性、クラブ文化、会員の特典は異な
る）、ローターアクト内でのより大きな柔軟性、革新性、多様性を奨励するもので
す。
③青少年交換委員会
・青少年交換事業を通して国際理解と親善を深める。
・事業の継続化のため危機管理体制の確立を図る。
・派遣受け入れへの理解と協力を各クラブに要請する。
・事業体験者を地域の有能な次世代リーダーとして育成するため継続的フオローの実施を提唱クラブに促す。
④ライラ(ロータリー青少年指導者育成研修会)委員会
・RIの公式プログラムとして、クラブ、地区で組織されるリーダーシップ養成プログラムで年齢が概ね12歳～30歳(IA.RA年齢に該当)を対象にして、青少年のロータリーへの理解を深めるとともに、指導力と協調性または地域社会と国際社会の一員として　平和に貢献する資質を伸ばすことを目的とする。
【３】クラブ管理運営部門
クラブ管理運営部門の役割は、クラブの効果的な運営活動が出来るようサポートすることである。クラブが効果的に運営されてはじめて、地域社会に奉仕し、会員を維持し、クラブや地区、ひいては国際ロータリーのリーダーとなる会員を育成することができる。
具体的には
・例会プログラムの紹介
・会報（週報）の紹介
・親睦の企画と実施事例紹介
・出席確認　出席率（ホーム、メイクアップ、修正）のチェック
・細則の変更等

・地区研修・協議会の部門別研修
・地区セミナーの実施
・規定審議会での変更事項の通達（3年に1度）
・RLI の開催（DL育成セミナー、スキルアップセミナー含む）
１）クラブ管理運営（クラブ奉仕）委員会
・ロータリーの五大奉仕の第一部門。
・潤滑なクラブ運営が行われる(SAA、親睦、出席、例会プログラムなど)ための情報を提供する。
・クラブの例会を重視し、その活性化の支援のため、SAAにアドバイスをする。
２）クラブ戦略計画推進委員会
・クラブのロータリー活動の継続的実践化のため、情報を提供する。
・その目的は、組織を強化することでロータリーの価値観を今後もずっと守ること、効果的な方策を用いることであらゆるレベルで組織を強化すること、ロータリーに参加するすべての人が有意義で価値ある経験ができるようにすること、そして、より大勢の人の暮らしと地域社会をより良くすることです。
３）クラブリーダー養成研修委員会
・クラブに研修リーダーの任命を呼び掛け、学習会、セミナー等ロータリーについて学ぶ機会を創出する。
・新入会員のオリエンテーションや会員研修をクラブで行うための情報の提供を行い,その実施を促進する.

・クラブ研修の実施に際しては、地区研修リーダー、地区研修委員会と相談して講師の派遣やリソースの提供等で支援する。
【４】ロータリー財団部門

ロータリー財団部門の役割は、補助金プロジェクトへの参加と寄付を通じて財団を支
援する計画を立案し、実施すること。
具体的には
・地区補助金委員会・・・クラブへ地区補助金活動の支援

・グローバル補助金・ポリオプラス委員会・・職業研修チームの検討、奨学金の検討
・資金推進委員会・・・・地区における財団の募金活動

・財団資金管理委員会・・補助金の管理

・地区研修・協議会部門別研修

・地区セミナーの実施（補助金管理セミナーの招集者はガバナーエレクト）
１）財団資金推進委員会
・年次寄付は寄付の基盤であり、財団プログラムの燃料と言えるもので、使用目的の指定は無く、寄付して3年後に地区の年次寄付総額の50%については、地区により目的を決定できる。
・恒久基金への寄付は、基本の元金となり、恒久的に維持されている。財団が将来において活動を続けていくための備えとなる。又、基金の支援による収益の一部は財団の補助金とプログラムに充てられる。財団は2025年までに恒久基金の資金10億ドルを集める事を目標としている。
２）補助金委員会（グローバル補助金、VTT）
・世界各地でロータリアンが実施する活動を支えるための補助金（地区補助金、グローバル補助金）を提供しています。ボランティア活動・奨学金・職業研修（VTT）など、さまざまな活動が可能で、複数ある補助金の中からプロジェクトにあった補助金を決定する。
３）ポリオプラス・ロータリーカード委員会
・ポリオプラスは国際ロータリーの特別プログラムであり、目標はポリオ撲滅の世界的証明を実現させることです。
・ポリオ撲滅の最終局面を迎えた現在、重要なのはポリオプラス委員会を中心に引き続きロータリアンと地元市民に対して、撲滅にロータリーが果した役割について啓蒙していくことである。さらに、地区内ロータリアンに対して、ポリオプラス基金が最も効果的で直接的な方法でポリオ撲滅のために活用されていることを伝える。そして、「ロータリーの2億ドルのチャレンジ」のため、会員・クラブ・地城祉会の人々からの寄付を呼びかけるよう要請する。
・ロータリーカードを利用して、ポリオ撲滅をはじめとするロータリーの人道的支援活動を支持する。
４）ロータリー平和フェローシップ委員会
・ロータリー平和フェローシップは、平和及び紛争解決の分野におけるリーダー育成、支援するための奨学金プログラムです。
　・平和と国際理解への明らかな熱意のある要件を満たした候補者を地区が選考し、ロータリー平和フェローシップ申請書を提出する。
５）財団資金管理委員会
・地区とクラブの間で締結した覚書（MOU）を管理するとともに、補助金管理セミナーを実施しクラブの参加資格認定を援助する。また、地区補助金の報告書をチェックするとともに、各クラブが地区補助金を使用するプロジェクトの計画、実行、報告書作成の一助となるチェックリストを見直し、更新する。
・ガバナー、ガバナーエレクト、地区研修リーダー、会員増強部門長及び地区公共イメージ部門長と相談した上で、地区ロータリー財団セミナー（クラブ活性化ワークショップ）を企画、推進、実施する。
６）財団奨学生委員会
　・国際ロータリーのロータリー財団グローバル補助金奨学生の主要な目的は、7 つの重点分野（1．平和と紛争 予防 / 紛争解決 2．基本的教育と識字率向上 3．経済と地域社会の発展 4．疾病予防と治療、5．水と衛生、 6．母子の健康　7．環境保全）のいずれかに該当する分野でキャリアを築くことを目標とする方を奨学金で支援し、将来的 に持続的かつ測定可能な成果を生むことです。
【５】米山記念奨学会部門

米山記念奨学会部門の目的は将来、母国と日本との懸け橋となって国際社会で活躍する優秀な留学生を奨学すること。
具体的には

・地区研修・協議会の部門別研修
・指定校選定委員会

・地区セミナーの実施
・米山夏季研修　1泊2日
・大学に対して次年度米山奨学生募集の説明　
・カウンセラー研修
・カウンセラー報告会

・次年度奨学生の面接
・世話クラブ説明会
・地区内の奨学生卒業証書授与　（カウンセラー　大学関係者）

・米山学友会支援
１）米山寄付推進委員会
・米山記念奨学事業の意義と奨学生との交流の感動を学び伝える。
・日本全国のロータリアンの寄付金を財源として、奨学金を支給して支援する民間の奨学団体であり、極めて高い公益性で運営されている。
・ガバナー年度の奨学寄付目標額以上の達成を目指し、特別寄付により多くのメジャードナーや米山功労者の誕生など積極的な寄付活動の増進を奨励する。
２）米山奨学生選考委員会
・米山奨学生の募集・選考を要項により実施する。
・「世話クラブ・カウンセラー制度」により「交流」を目的とした奨学生受け入れのプログラムを実施し、奨学生・学友と会員との交流促進と広報を行ない、奨学事業の意義を具依的に実感できる機会を設ける。
３）米山学友委員会
・米山学友(元米山記念奨学生)と現役奨学生によって組織された学友が、ロータリアンとの交流を深め、ロータリーの理想とする国際交流、親善および平和の創造と維持に貢献する事を目的として、活動する学友会運営のサポートをする。又、関係するロータリー地区との協力、連絡体制の強化と学友・奨学生とロータリアンとが相互に影響しあえる人間関係の構築が望ましい。
　　・ロータリー学友委員会との情報共有、連携を図る。
【６】広報・公共イメージ部門
広報・公共イメージ部門は、ロータリーを広め、ロータリーのプログラムへの理解、評価、支援を推進すべきである。同部門は、効果的で有利な広報活動や好ましいイメ
ージがロータリーにとって望ましく不可欠な目標であることをロータリアンに広く
認識してもらうよう推進する。

責務
a）公共イメージを優先させるよう地区内ロータリークラブに奨励する。
b）報道機関、地域社会のリーダー、ロータリー・プログラムの受益者にロータリーを推進する。 
c）ロータリーのビジュアルアイデンティティと「ボイス」を推進する。 
d）地区ガバナーや他の重要な委員会委員長と連絡を取り、地区のプロジェクトや活動の情報を常に把握しておく。
e）ロータリー公共イメージコーディネーターと連携し、協調する。 
f）RIの公共イメージ資料をクラブに渡す。 
g）クラブ公共イメージの重要性について個々のクラブに話す機会を得るよう努める。 
具体的には
・ホームページの充実

・外部に対しての広報

・地区研修・協議会の部門別研修
・地区セミナーの実施
・IT研修とサポート
１）公共イメージ委員会
・ロータリーを一般の人々に広め、ロータリーのプログラムへの理解、評価を高めロータリーの好ましいイメージづくりを推進する。
・地域のオピニオンリーダーと定期的に交流し、公共イメージのPRに努める。
・ガバナー、ガバナーエレクト、地区研修リーダー、会員増強部門長およびロータリー財団部門長と相談した上で、地区公共イメージセミナー（クラブ活性化ワークショップ）を企画、推進、実施する。
２）広報・IT（コミュニケーション）委員会
・メディア、地域のリーダー、プログラムの受益者、ボランティア、寄付提供者を対象に広報を行い、ロータリーへの理解を得るための広報活動がロータリーの目標を達成するための有効な施策である事をロータリアンに周知させる。
・ロータリーの友委員会及びガバナー月信委員会と連携し情報を共有して、地区ホームページ等有効な広報を展開する。
・マスメディアや地域の様々なメディアを活用し、RIの広報素材や地区で実施するロータリーのプログラムを紹介する。
・話題性のある地区プロジェクトや行事について報道機関に紹介する。
・地区内全クラブのIT化を推進し、クラブとクラブ、地区とクラブ、RIとクラブが直接コミュニケートできるようにクラブIT化支援を行う。
３）ロ一タリー情報誌委員会
・国際ロータリーの公認誌「The Rotarian」「ロータリーの友」の精読を推進するための方策を検討し、実施する。
・ロータリーの友委員会及びガバナー月信委員会と情報を共有して、連携を図る。
・一般市民へのロータリー理解を目的として、「ロータリーの友」誌の活用を図る。
・クラブを訪問し、例会での定期的な記事紹介について話し合う、　　
・ロータリー文庫の活用を奨励し、クラブで役立てる方法を紹介する。
【７】部門外
　1）ロータリー学友委員会

2015年より学友の定義が拡がり、ロータリーの学友には、ローターアクト、インターアクト、青少年交換、国際親善奨学生、グローバル補助金による奨学生、ＧＳＥ，職業研修チーム（ＶＴＴ）、ＲＹＬＡ、ロータリー平和フェローを含む、すべてのロータリー・プログラム参加者が含まれるようになった。
ロータリー活動の参加経験がある学友は、ロータリーにとっての有力な入会候補者となるだけでなく、クラブや地区の行事における講演者、プロジェクトの参加者、財団への寄付者として、ロータリー活動や奉仕をサポートできる。
目的 

地区の学友との継続的な関係を管理するための計画を策定、実施する。また、学友関係で各クラブを支援する。

責務 

a） ほかの地区委員会、特に会員増強、財団、青少年の委員会と協力して、学友とそ
のスキル（講演者、プロジェクトのスキル、会員候補者、ロータリー財団およびロ
ータリーのプログラムへの寄付者など）を特定し、こうした個人をクラブおよび地
区の活動に結び付ける。

b） 学友とロータリーとの関係を維持するため、学友と協力する方法に関する認識を
高める。

c） 学友にデータをRIに報告するよう奨励し、地区の委員長と協力してプログラムの参加者が正確にRIに報告されるよう奨励する。

d）プライバシーおよび青少年保護に関する方針ならびに地元の法律を順守する。

e）適切であれば、学友関係の行事や学友会を支援し、調整に当たる
５．ガバナー公式訪問について
１．国際ロータリー細則第16.090項の規定に従い、ガバナーは次の目的のために地区の各ロータリークラブへガバナー自身直接訪問する。

　公式訪問に当たり、ガバナーは会長、会長エレクトと懇談し、例会においてアドレスを行う。

・ロータリーの基本理念についての理解を深める。

・重要なロータリーの課題に重点を置く。

・弱体クラブ、或いは問題を抱えているクラブに特別に注意を払う。

・奉仕活動に参加するようロータリアンの意欲を高める。

・地区のロータリアンの卓越した寄付を個人的に称える。　
２．ガバナー公式訪問に関連して行われるクラブ協議会にガバナーが出席しない場合は、ガバナー補佐はガバナーの公式訪問の前に、公式訪問に関連して行われるクラブ協議会に出席し、其の協議内容をガバナーに報告する。

　この場合は、ガバナーは例会終了後フォーラム（懇談、意見交換と質疑応答）の時間を設ける。
ガバナー公式訪問要項（標準例）

１．目的
・RIテーマをはじめ、ロータリーの重要な情報を提供する。

・地区活動方針について、理解と協力を求める。

・クラブの現状・運営について意見を交換し、クラブ会員とガバナーの交流を深める。
２．公式訪問の標準スケジュール
	スケジュール
	昼の部
	夜の部

	会長・会長エレクト・幹事　懇談会
	11:15～12:15
	17:15～18:15

	例　　　会
	12:30～13:30
	18:30～19:30

	記念写真撮影
	13:30～13:45
	19:30～19:45

	クラブフォーラム
	13:45～14:30
	19:45～20:30


・公式訪問は、単独クラブ訪問を基本とします。

・ガバナーアドレスは、20分を基準とします。

・基本的に全員出席でお願いいたします。但し、やむを得ず欠席の場合は、近隣クラブでのガバナー公式訪問例会へのメーキャップをお願い致します。
３．クラブフォーラムについて 
クラブフォーラムの内容についてはガバナーが決定する。
４．事前書類提出について
公式訪問を効率よく進めるために、以下の種類をガバナー事務所へ２部、担当ガバナー補佐へ１部、公式訪問の３週間前に送付してください。
・「クラブの計画と目標」「会長の計画と見解」
・概況報告　　　　　　　　　・職業分類と充填・未充填
・クラブ運営の基本方針　　　・クラブ委員会の活動計画
・クラブ定款及び細則　　　　・クラブ会報（直近４回分）
５．担当ガバナー補佐との連絡
　事前の準備について、不明なことがあればガバナー補佐に連絡して、ガバナー事務局に早めにご連絡ください。
６．その他
(1)　ガバナーとガバナー補佐、随行者のネームプレート、卓上プレートは持参します。
(2)　ガバナーとガバナー補佐のフィーは、免除させていただきます。
(3)　当日の食事は、できるだけ100万＄食事にしてください。
（通常の例会食の場合でもクラブに負担が掛からないものでお願いいたします。）
(4)　お土産、クラブフォーラム後の接待は、固くご辞退させていただきます。
(5)　会長、幹事とガバナーとの意見交換会を開催される場合は、各グループ毎にグループ内公式訪問期間中にガバナー補佐が招集してくださるようお願いいたします。
６．ロータリーの席次（ROTARY PROTOCOL）（ロータリー章典26.050.）
地区関連のみ掲載

・ガバナー 
・副ガバナー
・パストガバナー（先任順） 

・ロータリーコーディネーター、ロータリー公共イメージコーディネーター、ロータリー財団地域コーディネーター、恒久基金／大口寄付アドバイザー 

・地区ガバナーエレクト 

・地区ガバナーノミニー 

ロータリーの公式行事においては、役員に対し、一度だけ、席次に従って敬称で呼びかけるべきである。紹介時に配偶者も含まれる。二つ以上の役職または前職を保持している人は、現職または前職の高いほうの役職の席次に就くものとする。 
上記の推奨席次の次には、以下の席次が追加推奨されており、地元の慣習やしきたりに従ってこれを修正すべきである。 

・地域およびゾーンレベルの委員会委員 

・ガバナー補佐 

・地区幹事
・地区財務委員長
・地区部門長
・地区委員長

・地区委員会委員 

・クラブ会長 

・クラブ会長エレクト 

・クラブ副会長 

・クラブ幹事 

・クラブ会計 

・クラブ会場監督 

・その他のクラブ理事 

・クラブ委員会委員長 

・元ガバナー補佐 

・ロータリアン 
・ローターアクター
・ロータリー学友 

・ロータリアンの家族 

地区会合においては、外国から来訪したロータリアンは、同じ地位にある地元のロータリアンより上席に就くことができる。これは、礼儀を示すためである。 

ロータリアン以外で高位の人物がいる場合は、地元の慣習に従って、上席を与えることができる。ロータリアンがロータリアン以外の人物よりも上席となる場合は、クラブと地区が来賓にあらかじめ説明をしておくよう奨励されている。
７．危機管理資料
国際ロータリー第2730地区危機管理委員会設置要綱

　国際ロータリー第2730地区は、国際ロータリーが提唱する青少年交換プログラムを始めとする青少年育成プログラムおよび米山記念奨学会、Vocational  Training  Team（以下「VTT」という）における諸外国との交流は、ロータリーの奉仕活動の重要な分野である。ロータリーがこれらの奉仕活動を発展的に維持するためには、これらのプログラムに関係する全ての青少年および米山記念奨学生、VTT参加者の安全と健全な生活を守ることがロータリーの責務であることを改めて深く認識し、当地区はここに、これら青少年および米山記念奨学生、VTT参加者を交通事故、自然災害および身体的、性的、精神的虐待あるいはハラスメントから保護、予防し、併せて、発生した事故・災害・事態に対処するため、次の要綱により危機管理委員会を設置するものである。

　加えて、地区における災害や感染症等の事案についても含むものとする。

Ⅰ　委員会の名称：この委員会は国際ロータリー第2730地区危機管理委員会
（以下「委員会」という）と称する。

Ⅱ　委員会の統括：委員会は第2730地区ガバナーの統括の下に設置する。

Ⅲ　委員会の構成：危機管理委員会は、次に掲げるものをもって構成する。

　　　　　　　　　１．ガバナーが指名するパストガバナー（正副委員長とする）

　　　　　　　　　２．ガバナー

　　　　　　　　　３．ガバナーエレクト

　　　　　　　　　４．地区幹事

　　　　　　　　　５．広報・公共イメージ部門長

　　　　　　　　　６．奉仕プロジェクト部門長

　　　　　　　　　７．青少年奉仕統括委員会委員長

　　　　　　　　　８．青少年交換委員会委員長

　　　　　　　　　９．インターアクト委員会委員長

　　　　　　　　　10．ローターアクト委員会委員長

　　　　　　　　　11．ライラ委員会委員長

　　　　　　　　　12．ロータリー財団部門長

　　　　　　　　　13．米山記念奨学会部門長

　　　　　　　　　14．ロ－タリー学友委員会委員長

　　　　　　　　　15．その他ガバナーが選任したロータリアン

　　　　　　　　　16．ロータリー以外の外部有識者若干名

　　　　　　　　　17．ガバナー補佐全員

　　　　　　　委員には、女性、医師、弁護士各1名を含むものとする。

Ⅳ　委員の任期：任期をガバナー年度、1年とする。再任は妨げない。

Ⅴ　委員の任務：委員会の任務は次の通りとする。
１．交通事故・自然災害等および身体的、性的、精神的虐待あるいはハラスメント（以下併せて「事態」という）からの青少年および米山記念奨学生、VTT参加者の保護・予防に関する方策を立案・提言すること
２．事態が発生した場合における事実関係調査の手順等および対処マニュアルを立案・提言すること
３．事態からの青少年および米山記念奨学生、VTT参加者の保護・予防に関して関係者に対し啓発活動及び研修を実施すること
４．事態が発生した場合に、事実関係を調査し事態に適切に対処すること
５．その他、危機管理等に関する必要な活動
Ⅵ　通　　　告：委員会は被害者および被申立人よりの事情聴取調査その他必要な調査の後、必要があれば法令に基づく所定の機関への通知等を行い、その他の手続要否等についても協議する。
Ⅶ　連　　　絡：委員会は事情聴取調査後の結果を、ガバナーに報告し、必要がある場合にはガバナーが速やかに（原則として72時問以内）RIに報告する。
Ⅷ　広　　　報：報道機関等への外部への対応・発表は公共イメージ部門長がこれにあたる。
Ⅸ　注意義務：委員会は当該被害者の身体、身分の保護を最優先的に対応するとともに、被申立人の人権にも留意する。
Ⅹ　守秘義務：委員会の委員は、その任務遂行上知り得た情報を漏洩してはならない。

その任務を退いた後も同様である。
この要綱は2006年7月1日より施行する。

この改正要綱は2007年4月1日より施行する。

この改IE要綱は2009年7月1日より施行する。

この改正要綱は2014年6月1日より施行する。

この改正要綱は2020年7月1日より施行する。

　特定非営利活動法人・国際ロータリー日本青少年交換委員会（RIJYEC）が賠償責任保険を掛け、日本34地区はそのNPOに属し、青少年交換に関するハラスメントに関わる賠償責任が生じた時はそこから保険金の支払いを受ける。

国際ロータリー第2730地区危機管理規定

（趣旨）
第１条　この規定は、国際ロータリー第2730地区危機管理委員会設置要綱を受け、国際ロータリー第2730地区（以下、地区という）において実施する青少年育成プログラム並びに米山記念奨学会、Vocational　Training　Team（以下VTT」という）に参加する者の安全と健康および健全な生活を守り、交通災害、自然災害の事故・災害からの保護と身体的、性的、精神的虐待、ハラスメントを防止するとともに、事態発生時の適切な対応に必要な事項を定めるものである。

加えて、地区における災害や感染症等の事案についても含むものとする。

（地区の責務）
第２条　地区は、この地区において実施する上記のプログラムに参加する全ての青少年と米山記念奨学生、VTT参加者のために安全な環境を確保し維持する責務を負うとともに、その防止と事態発生の場合の適切な対応のために必要な危機管理体制を構築する。
（対象プログラムに関係する地区委員会の責務）
第３条　青少年育成プログラムと米山記念奨学会、VTTに関する地区の委員長は、第4条に窮地する危機管理委員会との連携を図りつつ、プログラムに参加する青少年や米山記念奨学生、VTT参加者およびロータリアン等に対し、危機を防止するため適切な指導・啓発等を行うとともに、事態発生の場合にはその安全と健康の確保など適切な対応に努めるものとする。
（危機管理委員会）
第４条　危機管理委員会は、地区に、危機管理の防止のため必要な施策について提言し、事態発生の適切な対応に当たるため、次に掲げる業務を行う。
（1） 青少年と米山記念奨学生、VTT参加者の交通災害、自然災害の事故・災害からの保護等に関する啓発活動および研修の実施、並びに災害防止のための環境整備について、ガバナーおよび青少年育成プログラム・米山記念奨学会、VTTに関係する地区委員会の委員長に必要な提言を行うこと。
（2） 身体的、性的、精神的虐待あるいはハラスメント（以下、ハラスメント等という）の防止等に関する啓発活動および研修の実施、並びにその防止のための環境整備について、ガバナーおよび青少年育成プログラム・米山記念奨学会・VTTに関係する地区委員会の委員長に必要な提言を行うこと。
（3） 青少年育成プログラム・米山記念奨学会・VTTに携わる関係者について、参加資格を調査・確認すること。
（4） 交通災害、自然災害等の事故・災害およびハラスメント等に起因する事態が発生した場合に事実関係を調査すること。
（5） 前号の調査結果に基づき、当事者たる青少年・米山記念奨学生・VTT参加者の安全と健康の保護並びに事態への適切な対処のための方策を講ずること。
（6） 前号のため必要な対応策をガバナーに提言し、あるいは、関係委員会の委員長その他の関係者に対して必要な指示・指導を行う。
（7） 必要に応じて傷害保険、賠償保険への加入窓口になること

ロータリアンに対し漏らしてはならないものとし、その任務を退いた後も、同様とする。

（庶務）
第５条　危機管理委員会に関する庶務は、地区ガバナー事務所が行い、ガバナーの指名する地区幹事が担当する。
附則　この規定は、2014年6月1日から施行する。

　　　この改正規定は、2020年7月1日から施行する。
8．地区研修・セミナーの目的と対象者等一覧

ファイル名：043_研修セミナー一覧表.xls
9．地区行事別役割表 ①

ファイル名：044_地区行事別役割表Ａ４版.xls
9．地区行事別役割表 ②
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１3．地区経費規程
次の規程に従い補助金、宿泊費、登録料、交通費、食費等は処理をする。
ガバナー
補助金　　　　ガバナー連絡事務所活動費：ガバナー選出クラブへ600,000円を振込む。　
手当金　　　　ガバナー選出クラブへガバナー年度に1,000,000円振込む。
宿泊費　　　　地区から支出
登録料　　　　地区から支出
交通費　　　　地区から支出
食  費　　　　地区から支出
・ガバナーはRIの役員の為、その他の規程はロータリー章典に記載。
・活動費はガバナーの就任期間（計12か月間）の、秘書費（主に人件費）として支給する。
・ガバナーエレクト時に開設した通帳に上記活動費を資金移動する。報告はガバナー終了時に出納帳と領収書を添付し、地区の監査を受ける。
パストガバナー・副ガバナー・ガバナーデジグネート・地区研修リーダー
補助金　　　 地区活動費は支給しない。
宿泊費　　　　地区を代表して参加する行事には地区が負担する。但し、一泊の宿泊費負担
は九州外20,000円、九州内15,000円（税込）以内とする
登録料　　　　地区を代表して出席する行事等の登録料は地区が負担する。

交通費　　　　地区を代表して出席する行事等については地区が負担する
食  費　　　　主催者側で参加の場合は、弁当、お茶代込1,300円（税込）以内とする。
・地区主催のセミナー等で運営側（講師等）での出席の場合は、地区の旅費規程に準ずる。
・同じく運営側での出席で6時間以上の事業（会議含）で宿泊を要する場合の宿泊費は1泊
7,000円（税込）とする。通常参加の場合は支給しない。
・７月にある全国ガバナー会への参加は登録料のみ地区負担とし、旅費、宿泊費等は個人負担とする。
ガバナーエレクト
補助金　　　　ガバナーエレクト連絡事務所活動費：ガバナーエレクト選出クラブへ600,000円を振込む。
宿泊費　　　　地区から支出
登録料　　　　地区から支出
交通費　　　　地区から支出
食  費　　　　地区から支出
・ガバナーエレクトの就任期間（計12か月間）の、秘書費（主に人件費）として支給する。
・ガバナーエレクト就任と同時に別途通帳を作成し、地区からガバナーエレクト活動費600,000円の振り込み後、出納帳を記入し、領収書と共に、ガバナーエレクト終了時に提出し監査を受ける。
ガバナーノミニー
補助金　　　　ガバナーノミニー活動費：ガバナーノミニー選出クラブへ300,000円を振込む。
宿泊費　　　　上記活動費から支出
登録料　　　　上記活動費から支出
交通費　　　　上記活動費から支出
食  費　　　　上記活動費から支出
・ガバナーノミニー就任と同時に別途通帳を作成し、地区からガバナーノミニー活動費300,000円の振り込み後、出納帳を記入し、領収書と共に、ガバナーノミニー終了時に提出し監査を受ける。

・全国ガバナーノミニー研修会、ゾーンセミナー等の宿泊、登録、交通費も含まれる。
・一泊の宿泊費は九州外20,000円、九州内15,000円（税込）以内とする。
ガバナー補佐　　　　
補助金　　　　地区活動費：担当グループのクラブ数×20,000円を支給
宿泊費　　　　クラブ訪問等の場合は上記活動費から支出
登録料　　　　クラブ訪問等の場合は上記活動費から支出
交通費　　　　クラブ訪問等の場合は上記活動費から支出
食  費　　　　クラブ訪問等の場合は上記活動費から支出
・次にあげる事業に関しては宿泊費、交通費を負担する。
ガバナー補佐研修会、地区チーム研修セミナー及びPETS、に参加の場合は旅費規程
にそって支給する。また、その他のセミナーにおいては運営側で参加した場合は地区旅
費規程に従い支給する。通常参加のセミナー等には支給しない。

ガバナー補佐エレクト　　　　
補助金　　　　地区活動費：担当グループのクラブ数×10,000円を支給
宿泊費　　　　クラブ訪問等の場合は上記活動費から支出
登録料　　　　クラブ訪問等の場合は上記活動費から支出
交通費　　　　クラブ訪問等の場合は上記活動費から支出
食  費　　　　クラブ訪問等の場合は上記活動費から支出

・次にあげる事業に関しては宿泊費、交通費を負担する。
ガバナー補佐研修会、地区チーム研修セミナー及びPETS、ガバナー補佐エレクト研修会に参加の場合は、旅費規程にそって支給する。また、その他のセミナーにおいては運営側で参加した場合は、地区旅費規程に従い支給する。通常参加のセミナー等には支給しない。
・ガバナー補佐エレクトの活動費は、就任月数に応じて支給する。
部門長
補助金　　　　地区活動費は支給しない
宿泊費　　　　運営側での出席で6時間以上の事業（会議含）で宿泊を要する場合の宿泊費は1泊7,000円（税込）とする。通常参加の場合は支給しない。
登録料　　　　自己負担
交通費　　　　次期部門長研修会、PETS、地区から要請のあった会合、自部門セミナー、自
部門事業、自部門会議に参加の場合は地区旅費規程に従い支給する。
食  費　　　　認めない。セミナー後の懇親会費は自己負担とする。ただし、昼をはさんだ会
議、セミナー等のお弁当、お茶代は認めます。金額は弁当、お茶代込1,300
円（税込）以内とする。
・部門で関係するゾーンセミナー等、地区主催以外で開催されるセミナーの登録料、旅費、宿泊費は地区が実費負担する。ただし一泊の宿泊費負担は九州外15,000円、九州内10,000円（税別）以内とする。
・部門長が不都合で出席できない場合の代理出席は、部門長と同じ扱いとする。該当者以外の出席は個人の実費負担とする。ただし、ガバナーの要請により出席する場合はこの限りではない。
委員長・委員
補助金　　　　地区活動費は支給しない　　　　
宿泊費　　　　運営側での出席で6時間以上の事業（会議含）で宿泊を要する場合の宿泊費は1泊7,000円（税込）とする。通常参加の場合は支給しない。
登録料　　　　自己負担
交通費　　　　自部門セミナー、自部門事業等で運営側に携わった場合は地区の旅費規程
　　　　　　　　 に従い支給する。
食  費　　　　認めない。ただし、昼をはさんだ会議、セミナー等のお弁当、お茶代は認めま
す。金額は弁当、お茶代込1,300円（税込）以内とする。（領収書添付）
全国会合関係参加費
補助金　　　　活動費：1,250,000円
宿泊費　　　　上記活動費から支出
登録料　　　　上記活動費から支出
交通費　　　　上記活動費から支出
食  費　　　　上記活動費から支出
対象者　　　　ガバナー・直前ガバナー・ガバナーエレクト・ガバナーノミニー・ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰ
・ガバナー懇談会・ロータリー研究会・ゾーンセミナー等
・パストガバナーの参加は地区負担とし、一泊の宿泊費負担は九州外20,000円、九州内15,000円（税込）以内とする。
・活動費の予算を上限として、予算の範囲内で支出する。
姉妹地区関係参加費
補助金　　　　活動費：2,000,000円
宿泊費　　　　上記活動費から支出
登録料　　　　上記活動費から支出
交通費　　　　上記活動費から支出
食  費　　　　上記活動費から支出
対象者　　　　ガバナー・直前ガバナー・ガバナーエレクト・ガバナーノミニー・ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰ
・台湾・韓国の姉妹地区の地区大会の参加費。
・ガバナーが認めた同行者の旅費も上記活動費から支出する。
・活動費の予算を上限として、予算の範囲内で支出する。

日台・日韓親善会議参加費
補助金　　　　活動費：1,000,000円
宿泊費　　　　上記活動費から支出
登録料　　　　上記活動費から支出
交通費　　　　上記活動費から支出
食  費　　　　上記活動費から支出
対象者　　　　ガバナー・直前ガバナー・ガバナーエレクト・ガバナーノミニー・ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰ
・台湾、韓国に姉妹クラブ、友好クラブ等を有する親善会議。
・ガバナーが認めた同行者の旅費も上記活動費から支出する。
・活動費の予算を上限として、予算の範囲内で支出する。
国際大会参加費
宿泊費　　　　地区から支出
登録料　　　　地区から支出
交通費　　　　地区から支出
食  費　　　　地区から支出
対象者　　　　ガバナー・同行する夫人又はパートナー
・国際大会でのオプショナルツアー等は、個人負担とする。
ガバナー公式訪問・及びガバナー補佐訪問のビジター料について
　・公式訪問及びガバナー補佐訪問のビジター料は次の通りとする
　・ガバナー公式訪問：ガバナー、ガバナー補佐、随行者1名、計3名迄クラブ負担とする。た
だし、懇親会が行われる場合は、1名につき￥5,000をクラブに支払う。
　・ガバナー補佐クラブ訪問：年最低4回クラブを訪問するが、その際のビジター料はクラブ負担とする。ガバナー補佐幹事が同行の場合も同じ扱いとする。ただし、その訪問の際に懇親会が行われる場合は参加者1人につき￥5,000をクラブに支払う。
その他
・インターアクトの年次大会、ローターアクトの研修会お及び年次大会等に参加の地区委員の旅費、宿泊費は前述の規定通り支給する。ただし、懇親会、2次会等の費用は個人負担とする。
・地区チーム研修セミナー及び地区研修・協議会において運営側の立場で参加した場合の旅費については、地区旅費規程により支給する。
・日本ロータリーへの出向者に対して、セミナー等で発生する登録料は地区負担とする。
・規定審議会に出席する地区代表議員に対する補助は３０万円とする。事前に行われる会議
に参加の場合は旅費、宿泊費は地区が負担する。規定審議会参加での旅費・宿泊・食事
等の必要経費はＲＩより支給される。
＊上記以外で問題が発生した時はガバナーが速やかに対処する。
１4．地区資金運用に関する内規
1）収入の基準
2010年手続要覧５０頁記載１）～７）を含め全ての公的資金源を記録する。
１．募金活動によって地区が得た資金。
２．ロータリー財団からの補助金。
３．米山記念奨学会からの補助金。
４．ＲＩからガバナーが受け取ったすべての資金。
５．地区大会の個人分担金。
６．各種セミナーの登録料
７．人頭分担金等クラブが負担するすべての分担金
3）支出の基準
地区運営に関係する全ての公金支出を記録する。前項と同様。
１．承認された地区予算に従って財務委員会がガバナーの承認を受け支出する。（ＲＩの資金は細則に「いかなる費用でも予算の範囲内でなければ支払ってはならない」とあります）
２．全ての地区委員会の支出は、各委員会が所属する所属長の承認を必要とする。
３．支出が予算を超えた場合、及び予算外の支出が生じた場合は財務委員会及びガバナーに諮問し補正予算を編成する。
3）年次財務諸表の基準
１．地区資金運用に当たっては、地区事務所会計諸表において月次毎に仕分けを行い、ガバナー、財務委員長、事務局長に報告、承認を得る。
２．地区研修・協議会の会計報告の為に中間決算書を作成し、ガバナー及び財務委員長に承認を受ける。
３．年度終了後、原則として7月末までに決算書を作成する。
４．決算書の作成は、予算の適切な消化を調査し、財務委員会の責任に於いて財務委員長がガバナーに提出する。
５．地区大会終了後、地区大会収支実績表を作成し、関係者に収支報告を行わなければならない
4）監査委員会・公金公開・会計資料保管等の基準
１．監査委員会は3名以上で構成する。
２．ガバナーは決算書を監査委員会に提出して監査を求める。
３．承認には監査委員会全員の合意と署名が必要である。
４．引き継ぎに関しては、単年度責任の原則を尊重して、８月中に新旧財務委員会陪席の上、新旧ガバナー間で行う。場所は直前ガバナーが指定する。
５．財務諸表の地区内発表は３カ月以内にガバナー月信あるいは各クラブへ郵送等で行い、資料は５年間保管する。
5）その他の経費基準
１．地区大会に於けるＲＩ会長代理への記念品代は10万円の範囲とする。
２．ＰＥＴＳの登録料は　　　　円とする。総経費は予算の範囲内とし、終了後は速やかに精算し、収支報告を財務委員会及びガバナーに行う。
３．地区研修・協議会の登録料は　　　　円とする。総経費は予算の範囲内とし、事前に地区研修・協議会専用の通帳を作成し、地区の一般会計より資金を移動（仮払い）することが出来る。終了後は速やかに精算し一般会計で処理をする。また、次年度が始まる前までに財務委員会及びガバナーに収支報告を行わなければならない。
４．地区大会の登録料は　　　　円とする。会計処理は年初に徴収した地区大会分担金を地区の一般会計より地区大会専用口座に資金移動し、登録料収入や経費等はこの通帳で処理を行う。地区大会終了後、ただちに剰余金を含め一般会計に組み入れる。その時に決算書、収支表、出納帳、通帳、領収書、請求書を合わせて提出する。
15．地区旅費・交通費支給一覧表

ファイル名：059_旅費支給一覧表.xls
16．旅費・宿泊費・食費規程一覧表

ファイル名：060_旅費交通費・宿泊費食費規定表.xls
１７．地区資金規程

第１条「総則」
ガバナー及び地区役員は、地区資金は会員が拠出した浄財であることを十分留意し、財務情報の透明性を推進し、会議においては内容（日時、場所、参加人数、個人負担額）を明確にし、地区資金の使途は誠意をもっておこなうものとする。

　

第２条「会計年度」

地区資金の会計年度は ７ 月 １ 日から翌年 ６ 月 ３０ 日までとする。　

第３条「地区財務委員」

地区ガバナーは地区資金運営管理のため地区財務委員を任命する。地区財務委員は３名とし、その任期はそれぞれ３年、２年、１年とする。委員は委員会を構成し、２年委員が委員長となる。

第４条「地区財務委員会の任務」

（1） 地区研修協議会において地区財務委員会は当該年度の決算見込みを報告する。

（2） 年度開始前に次期財務委員会は次期ガバナー、地区幹事と協力して地区資金の予算を作成し地区研修協議会開催４週間前までに各クラブにこれを送付し、地区研修協義会開催の次期クラブ会長会議に出席した次期会長の４分の３以上の承認を必要とする。

（3） 委員会は、ガバナーの命に基づき、前項により決定された負担額の納入を管理する。

（4） 委員長は、当該年度が終了したあと３ケ月以内に地区資金、特別会計その他の資金の決算書を作成し、直前ガバナーに提出する。

直前ガバナーは、監査委員の監査を受けた結果を承認会議（各クラブ１名以上の会員の出席が必要）開催３０日前までに各クラブに送付する。

第５条「用途を指定した負担金」

用途を指定した負担金を徴収するときは、地区資金会計とは別に負担金の収入支出に関する会計を設定する。

第６条「地区資金の払込」

（1） 地区資金負担金の納入用紙は６月及び１２月末までにガバナーより各クラブへ送付する。

（2） 各クラブは、毎年７月１日及び１月１日現在の会員数（名誉会員を除く）により請求された負担額をその月の１０日までに指定された口座に振込まなければならない。会員数はRIに報告された員数と合致しなければならない。

（3） 新設クラブはRI承認の翌月から月割りで負担する。

第７条「地区資金の支出と収支報告」

（１）地区資金の支出は各委員会の予算額に基づき部門長の決済を受け各委員長の請求書（後日領収書を提出）又は領収書の提出により、ガバナーの承認を得て、地区財務委員長が別項基準により支払うものとする。

（2） 補助金の交付を受けて活動する場合は、事業終了後２ケ月以内に、その活動項目と収支の明細を、ガバナーに報告しなければならない。

（3） その他、活動計画外の資金を必要とする場合は、その計画を予めガバナーの承認を得た上で支出する。

第８条「月例報告」

地区財務委員長は、毎月末収支の実績及び予算の残額を記載した収支報告書を作成してガバナーに提出する。

第９条「本規定の改廃」

本規定の設定改廃は地区研修協議会、又は地区大会において出席した次期又は現会長の４分の３以上の賛成を得て行う。

２０１６年 ７ 月 １ 日　改訂施行
１８．地区資金支払基準細則
※　網掛けの部分は、各年度により変更されることがある。

1、 地区資金より払うもの
（１）地区大会関係
①　大会に参加する直前ガバナーの旅費、地区大会実行委員会に出席する実行委員の旅費、但し、ホストクラブの委員等はホストクラブが負担する。
2  直前ガバナー以外のパストガバナーについては支弁しない。
③　大会において講師、その他の役目をガバナーより委嘱された者には、地区大会実行委員会予算より旅費を支払う。
3  RI 会長代理への記念品は、１０万円の範囲内で地区大会実行委員会予算より物を　　  購入し贈答する。
4  大会経費は地区大会分担金及び地区大会実行委員会が徴収する登録料によって支
払う。
（２）地区研修協議会その他の研修会
1 ガバナーエレクト事務所に、次期チーム研修セミナー３０万円、会長エレクト研修セミナー５０万円、地区研修・協議会 ３０万円、次期ガバナー補佐研修会に６０万円以内の補助を行う。ホストクラブ（又はガバナーエレクト事務所）は記録誌、会場費、その他会議運営の経費を補助金と登録料の中から支払う。
2 ガバナーからアドバイザー、研修リーダー、講師、その他の役目を委嘱されたパストガバナー、ガバナー補佐、部門長、地区委員長の旅費はガバナー事務所が支払う。
3 ガバナーエレクトが参加を求め会議のリーダーとなる次年度ガバナー補佐、次年度部門長、次年度地区委員長の旅費はガバナーエレクト事務所が支払う。
（３）ローターデー、ＩＭ　関係
1 地区の計画により実施するロータリーデー又はこれに準ずる会合の補助金は、ホストクラブに対し１グループ５万円の補助に１グループの会員５０人当たり約１万円程度の追加補助を支給する。但し、分区が合同で実施する場合は、その規模等によりガバナーが決定する。ＩＭについては１グループ１０万円の補助金を支給する。
2 ホストクラブは地区からの補助金に基づき、ガバナーが委嘱したフォーラムリーダーの旅費を支払う。
（４）ローターアクト、インターアクト関係
ローターアクト
1 ＲＡ地区資金（人頭分担金）金 1,695,000 円をローターアクト委員会より提出された予算計画と執行状況を確認しガバナーの承認を得て支払う。
2 年次大会（補助金）金 300,000 円を、年次大会ホストクラブへ支払う。
3 幹部研修会（補助金）金 100,000 円を、幹部研修会ホストクラブへ支払う。
4 日韓交流会（補助金）金 400,000 円を、ローターアクト委員会より提出された事業計画を確認しガバナーの承認を得て支払う。
5 委員会予算の執行（委員の旅費、会場費、資料代）は他の委員会に準ずる。
インターアクト
1 ＩＡ地区資金（人頭分担金）金 970,000 円をインターアクト委員会より提出された予算計画と執行状況を確認しガバナーの承認を得て支払う。
②　年次大会（補助金）金 400,000 円は、年次大会ホストクラブへ支払う。
③　幹部研修会（補助金）金 300,000 円は、幹部研修会ホストクラブへ支払う。
④　韓国交流会（補助金）金 400,000 円は、韓国交流会資金としてインターアクト委員会より提出された事業計画を確認の上ガバナーの承認を得て支払う。
⑤　インターアクト全国研究会負担金200,000円を、合同で主催する地区のひとつとして、請求があり次第支払う。
⑥　新しくインターアクトクラブが承認された場合、1クラブに対して50,000円の資金を補助する。
⑦　委員会予算の執行（委員の旅費、会場費、資料代）は他の委員会に準ずる。
（５）青少年国際親善交流関係
地区計画により実施する青少年国際親善交流に対する補助
「青少年交換資金」
1 青少年交換資金（人頭分担金）金 2,910,000 円は、青少年交換委員会より提出された予算計画と執行状況を確認しガバナーの承認を得て支払う。
2 青少年国際交流関係費（補助金）金 300,000 円を、青少年交換委員会より提出された予算計画を確認しガバナーの承認を得て支払う。
3 委員会予算の執行（委員の旅費、会場費、資料代）は他の委員会に準ずる。
「青少年活動資金（ライラ）」
1 青少年活動資金（人頭分担金）金 2,180,000 円を、ライラ委員会より提出された予算計画を確認し、ガバナーの承認を得てライラ委員会に支払う。
②　委員会予算の執行（委員の旅費、会場費、資料代）は他の委員会に準ずる。
（6） 地区事業資金関係
1 事業資金（広報）（人頭分担金）金 970,000 円は、公共イメージ委員会より提出された予算計画と執行状況を確認しガバナーの承認を得て支払う。
2 委員会予算の執行（委員の旅費、会場費、資料代）は他の委員会に準ずる。
（7） 地区の諸委員会関係
1 地区の全ての委員会の会合について、委員の旅費、宿泊費、会場費、資料代については、今年度の委員会予算の範囲以内で委員長より報告書の送付を受けて、それぞれの委員の口座に振込む。（原則２ヶ月以内に振込む）予算を超えて支給するときは、地区資金規定第７条（３）の承諾を得た場合とする。
2 地区委員会による、登録料を徴収して行う会合は、報告書（日時、場所、参加人数、個人負担額）の送付を受けて、地区役員の旅費のみ支払う。
3 旅費の算定は、別項旅費規定による。
（8） ガバナー補佐関係
1 ガバナーの要請によりクラブ訪問を行うガバナー補佐の旅費は、地区活動資金1,340,000 円より支払う。
2 担当するグループ内での活動費としてガバナー補佐は１クラブ20，000円、ガバナー補佐エレクトは１クラブ10，000円を補助する。
3 ガバナーの招集するガバナー補佐、ガバナー補佐エレクトの会合については、地区旅費規程にそって支払う。
4 総額は地区予算の範囲内とする。
（9） ガバナー関係
1 地区資金（人頭分担金）金 8,245,000 円を 2 回に分けて支払う。
2 国際協議会参加費　金 1,000,000 円をガバナーエレクト事務所に支払う。
3 直前ガバナー記念品代　金 250,000 円を直前ガバナーに支払う。
（地区大会において目録を贈呈する）
4 全国会合関係参加費　金 1,250,000 円をガバナー懇談会（７月初旬）その他これに類する会合に参加するガバナー、直前ガバナー、ガバナーエレクト他義務出席者の登録料、旅費、宿泊費（必要な場合）を予算の範囲内で支払う。（但し、ガバナー連絡会議、ロータリーの友関係の会合等別途に旅費の支払われる場合を除く）直前ガバナー以外のパストガバナーについては登録料のみ、又ロータリー研究会の参加者にも登録料のみ支払う。

5 姉妹地区関係参加費　金 2,000,000 円は、ガバナー、直前ガバナー、ガバナーエレクト他が姉妹地区の地区大会に出席する場合に登録料、旅費、宿泊費（必要な場合）を予算の範囲内で支払う。（同行するガバナー事務所役員の旅費はガバナー事務所が支払う）。
6 日台・日韓親善会議参加費　金 1,000,000 円は、ガバナーが日台・日韓親善会議に出席する場合に登録料、旅費、宿泊費（必要な場合）を予算の範囲内で支払う。（同行するガバナー事務所役員の旅費はガバナー事務所が支払う）。
7 国際大会参加費　金 500,000 円は、ガバナーが国際大会に出席する場合に登録料、旅費、宿泊費（必要な場合）を予算の範囲内で支払う。（同行する夫人の旅費はガバナー事務所が支払う）。
8 日本ロータリー学友会参加費　金800,000円は、ロータリー学友委員会の関係者が日本ロータリー学友会総会に出席する場合に登録料、旅費、宿泊費（必要な場合）を予算の範囲内で支払う。
9 ＲＬＩ研修費　金800,000円は、ＲＬＩ委員会が行うＲＬＩ研修の講師料、研修会参加者の助成金等に予算の範囲内で支払う。
10 月信関係費　金 5,820,000 円は、ガバナー月信発行費用として毎月の請求額に応じて印刷所へ支払う。
11 地区ホームページ運営費　金 727,500 円は、ホームページ更新管理料（2008-09 年度よりアーカイブスデータ保存のためサーバー固定化）として請求額に応じて管理会社へ支払う。
12 ガバナー連絡事務所費として　金600,000円を支払う。
13 ガバナーエレクト連絡事務所費として　金600,000円を支払う。
14 ガバナーノミニー活動費として　金300,000円を支払う。
15 青少年プログラム人格権特約付賠償責任保険　金300,000円は、一般社団法人　国際ロータリー日本青少年交換多地区合同機構（６月初旬まで）の保険料に応じて支払う。
16 各委員会の会計については、年度末に事業報告書と収支報告書を提出し、余剰金等については、全て地区資金に返金する。
（１０）規定審議会代表議員関係
規定審議会（ＣＯＬ）は３年に1回開催される。規定審議会代表議員の任務の遂行に係わる経費（ＲＩ本部より支払われるものを除く）として請求書及び領収書を経費支出報告書に添付し記載したものについて、規定審議会分担金（人頭分担金）金120,000円、規定審議会参加費　金300,000円、及び積立金600,000 円（規定審議会が開催されなかった年度の合計）から支払う。
２、地区事務所より支払われるもの
・名刺代は、ロータリーの席次の地区部門長以上で申請があった分は地区が負担する。
・クラブと地区役員の月信の郵送費
・クラブ、ガバナー補佐、地区委員会へのガバナー個人が負担した通信費
・携帯電話、インターネット費
・地区内クラブの周年行事へのガバナーの参加時の旅費、お祝い金（1万円）
３、RI本部より、ガバナー退任後に支払われるもの
前年度までに承認されたクラブの認証状伝達式に出席する現ガバナーの旅費。認証状に署名したパストガバナー（通常は直前）へは、クラブ結成と認証状伝達のための旅費が、当該ガバナーの請求により RI 本部より支弁される。
・ガバナーの大会出席旅費
・RI が指定したガバナー経費
付記
・詳細については 2020-21 年度旅費規程を別途定める。
・記載されている金額は予算作成時のものであり、人頭分担金に関する金額については会員数の増減により変更される場合がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年7月1日改定施行
１９．地区運営基金規約
第1条 「名称」
本基金は、第２７３０地区　地区運営基金と称する。
第2条 「目的」
地区の健全な運営・災害復興支援（天災や感染症を含む被災者救済等、以下「災害復興支援」という）・青少年育成・クラブ拡大に資するため、地区運営基金を設置する。
第3条 「基金積立」
本基金は、前条の目的を達成するために、地区内ロータリークラブ会員の善意の寄付及び地区資金決算の余剰金のうち、ガバナーが承認した金額を積立てるものとし、地区資金を単に増額するものであってはならない。
・地区資金・ガバナーエレクト事務所の年度内運転資金 　  ５００万円
・災害復興支援                       　         　     ８００万円
・青少年育成                                      　   ３００万円
・クラブ拡大　                                   　    ４００万円
の４基金とし、基金積立ての総額は２０００万円を限度とする。
第4条 「管理」
本基金の管理は、当該年度のガバナーの責任においてこれを行う。
第5条 「運営」
本基金の運営のため、地区に地区運営基金委員会（以下「基金委員会」という）を置く。基金委員会は、次の構成で各委員の任期は1年とする。
（1） 委員長にはガバナーが就任し、本基金を代表するとともに運営を統括する。
（2） 副委員長には直前ガバナーが就任し、委員長を補佐する。
（3） 委員には、ガバナーエレクト、ガバナーノミニー、地区幹事、地区財務委員長、次期地区幹事、次期財務委員長が就任する。
（4） 基金委員会は、毎年度１月に開催する。
（委員全員の同意を得た場合は書面による開催ができる

第６条　「会計」
本基金は、特別会計とする。
第７条　「会計年度」
本基金の会計年度は、毎年７月１日から翌年６月末日とする。
第８条　「事業及び支出」
この基金の使途は下記に限るものとする。
（1） 地区資金の年度内運転資金
（2） ガバナーエレクト事務所開設に必要な年度内運転資金
（3） 災害復興支援は、災害に迅速に対応するため、ガバナーが必要と認めた義援金を支出する。
（4） 地区、地区内ロータリークラブが事業主体となって、計画した青少年育成活動。
（5） 青少年育成活動の選考は新規申請クラブ、新規申請プロジェクトを優先する。
（6） クラブ拡大に関する必要な資金
（7） 上記に関連する事業で、基金委員会が認めたもの
第９条　「青少年育成の助成申請」
事業主体の責任者は、毎年１２月末日までに当該年度で実施済又は計画したプロジェクトを、所定の用紙に記入し、地区のプロジェクトは部門長、地区内ロータリークラブは、ガバナー補佐を経由のうえ基金委員会へ提出し、助成の申請をする。申請されたプロジェクトは基金委員会で審査し、地区への寄与率などを勘案して決定する。
第１０条「青少年育成の助成金」
助成金の総枠は、原則として年額１００万円以内とする。
（1） 青少年育成は、一プロジェクトあたりの事業費（飲食費を除く）の５０％を助成する。但し、２０万円を限度とする。
（2） 助成金は３月末までに交付する。
（3） 助成金を受けたプロジェクトについては、事業主体の責任者が実施報告書と決算報告書を６月末日までに基金委員会へ提出する。
（4） 助成を受けたプロジェクトを実施しなかったときは、６月末日までに理　　　由書をつけて助成金を基金委員会へ返還する。
第１１条「クラブ拡大の助成申請」
クラブ拡大の責任者は、当該地区のガバナー補佐を経由のうえ基金委員会へ提出し、助成の申請をする。
第１２条「クラブ拡大の助成金」
助成金の総枠は、原則として年額４００万円以内とする。
（1） クラブ拡大に要する備品等の購入（飲食費を除く）を助成する。但し、一クラブ２００万円を限度とする。
（2） 助成金を受けた新クラブは、責任者が実施報告書と決算報告書を６月末日までに基金委員会へ提出する。
（3） 助成を受けたプロジェクトを実施しなかったときは、６月末日までに理由書をつけて助成金を基金委員会へ返還する。
第１３条「基金の補填」
本基金の補填については下記によるものとする
（1） 運転資金の用途が終了したときは直ちに地区資金から基金に返金するものとし基金積み立ての総額は５００万円とする。
（2） 災害復興支援は、当面、地区の災害復興支援事業（人頭分担金）の徴収をせず、災害復興支援基金から拠出することとする。
災害復興支援基金から支出した義捐金は、原則として、地区内ロータリー
クラブ会員に対して寄付を要請し、寄付より基金から拠出した金員を返金する。但し、拠出した金員以上の寄付は、義捐金として追加送付する。
（この場合は利息をつけない）
地区内のロータリークラブが被災した時には、ガバナーが必要と認めた義捐金を支出し、補填については、地区資金決算に余剰金があった場合、基金委員会の承認した金額を積み立てるものとし、基金積み立ての総額は８００万円を限度とする。
（3） 青少年育成の基金の補填については、地区資金決算に余剰金があった場合基金委員会の承認した金額を積み立てるものとし、基金積み立ての総額は３００万円を限度とする。
（4） クラブ拡大の基金の補填については、地区資金決算に要剰金があった場合、基金委員会の承認した金額を積み立てるものとし、基金積み立ての総額は４００万円を限度とする。
第１２条「決算の承認」
基金委員会は、当該年度の本基金の決算を地区監事の監査を受けて、地区決算承認会議に報告し、承認を受けるものとする。
第１３条「規約の改正」
この規約の改正は、直前ガバナー、ガバナーエレクト、地区幹事、地区財務委員長、次期地区幹事、次期財務委員長の意見を聞きガバナーが定める。
（附則）
（1） この規約の施行は、次年度予算承認会議で承認されたときとする。
（2） 本基金の総額が１００万円以下となった場合は、基金委員会で第３条の寄付の動向を確認し、本基金の解体か継続を確定する。
（3） 解体の場合の残金は、地区資金へ組み入れる。
２０．地区慶弔規程
（総則）
第１条　国際ロータリー第２７３０地区ガバナーは、役員・事務局員の慶弔に当たり次に定める各条により、慶弔の意を表すものとする。
（慶に関する事項）
第２条　事務局員が結婚・出産の場合には、次の祝い金を贈呈する。
　　　　１，婚儀に際しては、祝い金として10,000円を贈る。
　　　　２，出産に際しては、祝い金として10,000円を贈る。
　　　　３，役員については特に定めない。
（弔に関する事項）
第３条　役員・事務局員が死亡した時は、所属クラブの届け出により、地区内全クラブに訃を送付する。役員とは、ガバナー、ガバナーエレクト、ガバナーノミニー、ガバナー補佐、地区幹事、財務委員長、月信委員長、及び地区諮問委員（パストガバナー）、地区委員会部門長・委員長をいう。
第４条　役員・事務局員が死亡の場合には、次の香料等を贈る。
　　　　１，役員・事務局員死亡については、弔電と香料10,000円を贈る。
　　　　２，ガバナー、パストガバナー、ガバナーエレクト、ガバナーノミニーについては、弔電、香料10,000円と生花15,500円を贈る。
第５条　地区に特別の功労があった元役員については、ガバナー事務所で協議の上、しかるべき弔意を表す。
第６条　各種団体関係者、もしくはその家族の死亡については、ガバナーがガバナー事務所と協議の上、弔意を表する。
（災害に関する事項）
第７条　役員・事務局員が、火災・自然災害を受けた時は、ガバナー事務所で協議の上、見舞金を贈る。
（改廃）
第８条　この規定の改廃は地区運営委員会の決議による。
（附則）
　　　　この規定は平成２５年３月１１日より施工する。

２１．ガバナーの経費（旧ロータリー章典より）　参考資料
19.010. 認められているガバナーの経費
19.010.1. ガバナー・エレクトとガバナー・ノミニーの経費
ガバナー・エレクトとガバナー・ノミニーの就任中にかかる経費は、以下の通り、RI 地区ガバナーの配分予算を通じて支払われる。

ガバナー就任に先立つ 24 カ月間（ガバナーノミニー）

1. 地区ガバナーの名刺の印刷と事務用品（便箋と封筒）

2. 地区大会の開催地を決めるために行う現地視察に必要な出張経費（交通費、宿泊 

費、食費を含む）

ガバナー就任に先立つ 12 カ月間（ガバナーエレクト）

1. PETS で使用するために RI から送付されるクラブ役員キットの郵送料およびこれにかかる関税

2. 地区チーム研修セミナー、地区研修協議会、PETS を計画、実施するのに必要な出張経費（交通費、宿泊費、食費、登録料を含む）

3. 地区チーム研修セミナー、地区研修協議会、PETS、を含む地区研修会合のための

配布資料と推進用資料の印刷費およびコピー費

4. PETS と地区研修協議会のための郵送される推進用資料の郵送料

ガバナー就任に先立つ 6 カ月間（ガバナーエレクト）

1. 電話

2. ファックス

3. インターネット

4. ロータリーの職務目的で必要とされる妥当なコンピューター・ソフトウェアの購
入（例：マイクロソフト・オフィス・スイート）（2010 年 7 月理事会会合、決定 270 号）

19.010.2. ガバナーの経費

以下は、RI からガバナーに支払われる経費として認められているもの、認められていないもののカテゴリーを示している。

A. 印刷費およびコピー費

RI からの支払いが認められているもの
1.地区ガバナーの名刺、事務用品（便箋と封筒）

2.ガバナー月信の作成

3.地区選挙の資料

4.地区チーム研修セミナー、地区研修協議会、PETS、地区大会などの地区会合のための配布資料と推進用資料

5.ロータリー財団関連の資料

6.ウェブサイトの立ち上げおよびウェブ・ホスティング

7.Ｅ‐会報定期購読契約経費（Constant Contactなど）

8.国際ロータリーおよびロータリー財団の出版物

RI からの支払いが認められていないもの

1.地区の名簿

2.挨拶状

B.郵送料

RI からの支払いが認められているもの

1.クラブおよび地区役員へのガバナー月信

2.ガバナーとしてのクラブ、ガバナー補佐、および地区委員会との通信

3. RI への資料

4. RI から郵送された資料の税関
5.地区レベルの選挙の資料

6.地区大会、PETS、地区研修協議会推進のための資料

7.ロータリー財団関連の資料

RI からの支払いが認められていないもの

1. 地区の名簿

2. 挨拶状および贈答品

C. 事務用品

RI からの支払いが認められているもの

1.紙、封筒、ノート、ペン、鉛筆、クリップ、ホッチキス、ディスク、CD 等の一般事務用品

2. ガバナーとしてロータリーの業務に必要かつ妥当なコンピューター・ソフトウェア（例： マイクロソフト・オフィス・スイートなど）

3.トナーおよびインク・カートリッジ

RI からの支払いが認められていないもの

1.事務所設備の購入またはリース（電話、パソコンおよびラップトップ、プリンター、コピー機、データ・プロジェクター）

2.スキャナーおよびデジタルカメラのリースあるいは購入

3.挨拶状および贈答品包装紙

D. 電話およびファックス

 　RI からの支払いが認められているもの

1.月々の使用料（以下の項目に限る）

a)電話回線 1 本

b)携帯電話アカウント 1 つ

c)インターネット用回線 1 本

d)ファックス用回線 1 本

2.インターネットの接続

3.オンライン会合

 　RI からの支払いが認められていないもの

1.高速インターネット回線（DSL、ケーブル等）の設置

2.インターネット、ファックスあるいは専用電話用の追加回線の設置

3.電話およびファックス機器の修理

E.公式任務－車による移動費用

RI からの支払いが認められているもの

1.各クラブへの 1 回の公式訪問のための個人者の走行距離

2.地区大会の計画、実施、出席のための個人車の走行距離

3.会員増強セミナー、PETS、地区研修協議会、地区指導者育成セミナーに出席するための個人車の走行距離

4.クラブへの 2 度目の訪問もしくは事後訪問

5.ロータリー財団関連の会合

6.地区委員会会合／セミナー

7.ローターアクト、インターアクト、ロータリー地域社会共同隊、GSE、RYLA 　等に関連する旅行

 　RI からの支払いが認められていないもの

1.祝賀会／パーティー（ホリデー・パーティ、役員就任式、RI 会長代理の訪問、RI 会長との会合、等）

2.地区外への旅行（自地区の地区大会を除く）

3.ロータリー研究会、国際研究会、RI 国際大会、他地区の大会への旅行

F.公式任務 – ホテルおよび食事

RI からの支払いが認められているもの

1.ホテル／宿泊代は金額にかかわらず、すべて領収書を提出しなければならない

2.以下の公式任務を行う際に地区ガバナーにかかるホテル／宿泊代と食費

a.各クラブにつき 1 回の公式訪問

b.地区大会の計画、実施、出席

c.会員増強セミナー、PETS、地区研修・協議会、地区指導者育成セミナーへの
出席

3.ホテル代に代わるホーム・ホスピタリティーへの贈答品（米貨 25 ドルを超えてはならない）

4.委員会会合、GSE、RYLA グループなどのための食事または軽食や飲みもの

RI からの支払いが認められていないもの

1.公式任務に関連しない費用

2.配偶者やパートナー、あるいは本人以外の一切の人物のホテル代および食費

G.公式任務 － 諸雑費

RI からの支払いが認められているもの

1.公式任務を遂行するのに必要な航空運賃

2.フェリーボート、タクシー、列車

3.駐車料金

4.ビザ、公式許可証

5.地区大会、PETS、地区研修協議会、地区チーム研修セミナーの登録料

6. RI 公式会合中のドライクリーニング、洗濯費

7.テーマジャケット

8.テーマピン、バナー、表彰額、楯などの贈答品および賞品

9.翻訳サービスあるいは備品

RI からの支払いが認められていないもの

1.車の修理費、オイル、燃料、ガソリン、洗車など

2.ロータリー研究会への登録

3.RI 国際大会あるいは他の RI およびロータリー財団の会合の登録料とその他の一切の費用

4.個人的な身だしなみ、または医療費

その他 RI からの支払いが認められないもの

1.事務所スペースのレンタル

2.事務用家具（レンタルおよび購入）

3.秘書業務／事務委託サービス

4.コンピュータ「ヘルプ・デスク」あるいはコンピュータ・サービス契約、または他機器のサービス契約

5.コンピュータまたは諸機器の修理
22．勘定科目表

ファイル名：075_勘定科目一覧表.xlsx
23．委員会　活動計画書

ファイル名：076_各委員会　事業計画書.xlsx
ファイル名：077_各委員会　事業報告書.xlsx
24．国際協議会　ガバナーエレクト贈答品　一覧（参考）

ファイル名：078_贈答品リスト.xlsx
25．セミナー・研修会等　事前チェック項目

ファイル名：079_セミナー・研修会等　事前チェック項目.xlsx
26．地区事務所運営（要約）について
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ＩＭの予算は5万。場合によっては参加費を徴収する





　　　














